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当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず本
取扱説明書をお読みください。誤った使いかたをすると、
事故を引き起こすおそれがあります。
お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。
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ははじじめめにに

おお願願いい

おおここととわわりり

おお使使いいににななるる前前にに、、取取扱扱説説明明書書をを必必ずずおお読読みみくくだだささいい。。

このたびシシババウウララ乗乗用用リリーールルモモアアをお買い上げいただきありがとうございました。

この取扱説明書は、本機の取り扱い方法と、使用上の注意事項について記載しています。

本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、内容を理解して

正しくお使いください。

また、お読みになった後も、この取扱説明書をいつも製品の近くに保存してください。

● この取扱説明書の内容が理解できるまで、本製品をご使用にならないでく

ださい。

● 本製品を貸したり譲渡するときは、この取扱説明書を製品に添付してお渡

しください。

● この取扱説明書および安全銘板を、紛失または破損された場合は、速やか

に当社、または当社販売店にご注文ください。

● この取扱説明書には安全に作業していただくために、｢安全に作業するため

に｣を記載しています。ご使用前に必ずお読みください。

● ご不明なことや、お気付のことがございましたら、お買い上げいただいた

販売店へご相談ください。

● 本製品は改良のため、使用部品などを変更することがあります。その際に

は本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場

合がありますので、あらかじめご了承ください。

● 本書の内容は、作成にあたり万全を期しておりますが、万一の誤りや記載

もれなどが発見されてもただちに修正できないことがあります。



  

記記号号のの見見方方

本本製製品品のの使使用用
目目的的ににつついいてて

危危 険険
  

警警 告告
  

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは重重傷傷をを負負うう

ここととににななるるももののをを示示ししまますす。。

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは重重傷傷をを負負うう

危危険険性性ががああるるももののをを示示ししまますす。。

注注 意意
  

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、ケケガガをを負負ううおおそそれれののああ

るるももののをを示示ししまますす。。

取取りり扱扱いいのの注注意意 誤誤りりややすすいい操操作作にに対対すするる注注意意をを示示ししまますす。。

守守ららなないいとと、、機機械械のの損損傷傷やや、、故故障障のの原原因因ととななりりまますす。。

＜＜参参 考考＞＞ 作作業業能能率率をを良良くくししたたりり、、誤誤っったた操操作作ををししなないいたためめのの補補足足

説説明明でですす。。

本製品は、ゴルフ場および芝草の芝刈作業、各作業を装着しての作業を目

的とした機械です。使用目的以外の作業や急傾斜地など機械の能力を超え

た場所では使用しないでください。

使用目的以外の作業や改造などは決して行なわないでください。

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんのでご

注意ください。（詳細は、保証書をご覧ください。）



  

本本文文のの概概要要

１１章章
安安全全なな作作業業ををすするるたためめ

にに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

● 安安全全にに関関すするる重重要要なな内内容容をを、、代代表表的的なな作作業業項項目目ににつついいてて

説説明明ししてていいまますす。。個個別別のの作作業業ににつついいててはは、、各各項項目目をを見見てて

くくだだささいい。。ままたた各各安安全全銘銘板板のの内内容容とと貼貼付付位位置置をを示示ししまますす。。

章章
ササーービビススとと保保証証にに

つついいてて
● 保保証証書書ととアアフフタターーササーービビススににつついいてて説説明明ししまますす。。

章章 各各部部ののななままええ ● 本本文文中中、、よよくく使使うう部部品品のの名名前前をを紹紹介介ししまますす。。

章章 各各操操作作部部ののははたたららきき
● 本本文文中中、、よよくく使使うう操操作作レレババーー、、おおよよびび部部品品のの位位置置ととははたた

ららききににつついいてて説説明明ししまますす。。

章章
運運転転前前・・作作業業前前点点検検のの

ししかかたた
● 本本機機のの点点検検箇箇所所とと、、作作業業にに適適ししたた服服装装ななどどをを説説明明ししまますす。。

章章 運運転転とと作作業業ののししかかたた
● エエンンジジンンのの始始動動かからら移移動動走走行行ののししかかたた、、おおよよびびトトララッックク

ででのの運運搬搬ののししかかたたをを説説明明ししまますす。。

章章
作作業業後後のの手手入入れれのの

ししかかたた

● 機機械械をを最最良良のの状状態態ににししてておおくくたためめにに、、毎毎作作業業後後おおよよびび

長長時時間間使使用用ししなないいととききのの手手入入れれののししかかたたをを説説明明ししまますす。。

章章 モモアアのの取取りり扱扱いい ● モモアアのの点点検検・・調調整整ののししかかたたをを説説明明ししまますす。。

章章
定定期期のの点点検検・・整整備備のの

ししかかたた

● 長長時時間間故故障障ななくく、、本本機機をを安安全全にに使使用用すするるたためめのの点点検検・・整整

備備ののししかかたたをを説説明明ししまますす。。

章章 不不調調診診断断ののししかかたた
● 正正常常にに作作動動ししなないいととききのの点点検検・・処処置置ののししかかたたをを説説明明ししまま

すす。。修修理理にに出出すす前前にに確確認認ししててくくだだささいい。。

章章 そそのの他他 ● 主主なな消消耗耗品品、、標標準準付付属属品品、、仕仕様様、、配配線線図図をを説説明明ししまますす。。
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

●ここに記載されている注意事項は、安全に関する重大な内容です。必ず守って下さい。

●記載されている注意事項を守らないと、死亡を含む傷害や事故、機械の破損が生じるおそれが

あります。

※ご購入された製品によっては、該当しない内容も一部記載していますのでご了承ください。

一一般般的的なな注注意意事事項項

■■ ここんんななととききはは、、運運転転ししなないい

● 過労、病気、薬物の影響、その他の理由により、作業に集中できない。

● 酒をのんだとき

● 妊娠しているとき

● 才未満の人

守守ららなないいとと

思わぬ事故の原因となります。

■■ 作作業業にに適適ししたた服服装装ををすするる

はち巻き、首巻き、腰タオルは禁止です。ヘルメット・滑り止めのついた靴を着用し、作業に適し

た防護具などを着け、だぶつきのない服装をしてください。

守守ららなないいとと

機械に巻き込まれたり、滑って転倒するおそれがあります。

■■ 機機械械をを他他人人にに貸貸すすととききはは

取扱方法をよく説明し、使用前に｢取扱説明書｣を必ず読むように指導してください。

守守ららなないいとと

死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそれがあります。

警警告告



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

運運転転すするる前前にに

■■ 運運転転者者以以外外にに人人をを乗乗せせなないい

この機械の乗車定員は１名です。運転者以外に人を乗せないでください。

守守ららなないいとと

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。

■■ エエンンジジンン始始動動時時はは必必ずず運運転転席席ににすすわわりり、、周周囲囲のの安安全全確確認認ををすするる

エンジン始動時は必ず運転席にすわり、シートの位置と周囲の安全を確認してください。

守守ららなないいとと

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 寒寒冷冷時時はは暖暖機機運運転転をを実実施施すするる

寒冷時は暖機運転を必ず行なってください。

守守ららなないいとと

機械の性能が十分に発揮できません。

■■ ＤＤＯＯＣＣ・・テテーールルパパイイププのの高高温温にに注注意意

運転中およびエンジン停止直後のＤＯＣ・テールパイプは高温ですので、触れないでください。

守守ららなないいとと

ヤケドするおそれがあります。

■■ 機機械械のの改改造造禁禁止止

純正以外や指定以外のアタッチメントを取り付けないでください。改造をしないでください。

守守ららなないいとと

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。

■■ 点点検検・・整整備備をを行行ななうう

機械を使う前と後には必ず、点検・整備をしてください。特にハンドル・ブレーキ･レバーなどの

操縦装置、車輪などの走行装置および電気部品、コードは確実に作動するように点検・整備してく

ださい。

〔〔守守ららなないいとと〕〕

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。

■■ 定定期期点点検検整整備備をを受受けけるる

年毎に定期点検を受け、各部の保守をしてください。特にパワーステアリングのホースは、年毎に

交換し、電気配線は年毎点検してください。

守守ららなないいとと

整備不良による事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

警警告告

注注意意



11

  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

作作業業前前後後のの点点検検やや整整備備ををすするるとときき

■■ 注注油油・・給給油油ははエエンンジジンンがが冷冷めめててかからら行行ななうう

エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油・給油をしないでください。

守守ららなないいとと

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。

■■ 燃燃料料補補給給時時はは火火気気厳厳禁禁

燃料補給時は、くわえ煙草や裸火照明は絶対にしないでください。

守守ららなないいとと

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。

■■ ババッッテテリリ点点検検時時はは火火気気厳厳禁禁

バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。

守守ららなないいとと

バッテリに引火、爆発してヤケドなどを引きおこすおそれがあります。

■■ ババッッテテリリ液液はは体体ににつつけけなないいよよううににすするる

バッテリ液を身体や服につけないようにしてください。万一付着したときは、すぐに水で洗い流し

てください。

守守ららなないいとと

ヤケドをしたり、服が破れるおそれがあります。

■■ 燃燃料料ももれれにに注注意意

燃料パイプが破損していると、燃料もれをおこしますので必ず点検してください。

守守ららなないいとと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 燃燃料料キキャャッッププををししめめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははふふきき取取るる

燃料を補給したときは燃料キャップを確実にしめ、こぼれた燃料はきれいにふき取ってください。

守守ららなないいとと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 点点検検整整備備はは平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで行行ななうう

交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で車止めをして点検整備を

してください。

守守ららなないいとと

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。

危危険険

警警告告



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

■■ ＤＤＯＯＣＣ・・テテーールルパパイイププ・・エエンンジジンン周周りりののゴゴミミはは取取りり除除くく

ＤＯＣ・テールパイプやエンジン周辺部・ ベルトなど回転部に、草・ゴミ・燃料などが付着して

いないか、毎日作業前に点検してください。

守守ららなないいとと

火災を引きおこすおそれがあります。

■■ タタイイヤヤににはは、、規規定定のの最最大大空空気気圧圧以以上上にに空空気気ををいいれれなないい

タイヤに空気を入れる際には、規定の最大空気圧以上に空気をいれないでください。

守守ららなないいとと

タイヤが破損して、傷害事故をおこすおそれがあります。

■■ 電電気気部部品品・・ココーードドをを必必ずず点点検検

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを毎日作業前

に点検してください。

守守ららなないいとと

ショートして、火災をおこすおそれがあります。

■■ ババッッテテリリ液液をを｢｢下下限限 ｣｣以以下下ににししなないい

バッテリ液は｢上限｣と｢下限｣の間にあることを確認し、｢下限｣以下にしないでください。

守守ららなないいとと

｢下限｣以下になると容器内の極板接続部がバッテリ液から露出し、エンジン始動時に火花が出て、

容器内のガスに引火して破裂するおそれがあります。

■■ 排排気気ガガススににはは十十分分にに注注意意すするる

閉め切った室内などではエンジンを始動しないでください。エンジンは、通風しのよい室外で始動

してください。やむを得ず室内で始動する場合は、十分に換気をしてください。

守守ららなないいとと

排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故にいたるおそれがあります。

■■ ブブレレーーキキ・・ハハンンドドルルのの点点検検をを必必ずず行行ななうう

ブレーキの効きが悪かったり片効きがないように、またハンドルに著しいガタや遊びがないように、

点検してください。

守守ららなないいとと

事故を引きおこすそれがあります。

■■ 高高圧圧オオイイルルにに注注意意

油圧の継手やホースにゆるみや破損がないかを常に確認し、継手やホースを外す前には、油圧回路

内の圧力をなくしてください。

〔〔守守ららなないいとと〕〕

高圧オイルは皮膚をつきやぶることがあり、傷害事故をひきおこすおそれがあります。

警警告告

注注意意
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

■■ ババッッテテリリのの取取りり付付けけ取取りり外外ししはは正正ししいい手手順順でで行行ななうう

バッテリを取り付けるときは＋側を先に取り付け、取り外すときは－側から取り外します。

守守ららなないいとと

ショートして、ヤケドや火災事故をおこすおそれがあります。

■■ 点点検検整整備備中中ははエエンンジジンン停停止止

点検・整備・修理または、掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。

守守ららなないいとと

機械の下敷きになるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。

■■ カカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけるる

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。

守守ららなないいとと

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 点点検検整整備備はは過過熱熱部部分分がが十十分分冷冷めめててかからら行行ななうう

ＤＯＣ・テールパイプやエンジンなどの過熱部分が十分に冷めてから点検整備をしてください。

守守ららなないいとと

ヤケドをするおそれがあります。

■■ 目目的的にに合合っったた工工具具をを正正ししくく使使用用すするる

点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合った工具を使用してください。また点検

調整に必要な工具は機械に常備しておいてください。

守守ららなないいとと

整備不良で事故を引きおこすおそれがあります。

注注意意



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

運運搬搬すするるとときき

■■ ああゆゆみみ板板のの上上でではは、、惰惰性性運運転転ははししなないい

坂道やあゆみ板の上での走行は十分注意して行なってください。変速レバーを中立にしての惰性運

転はしないでください。

守守ららなないいとと

機械重みで坂を下がり、転落などの事故をまねくおそれがあります。

■■ 強強度度・・長長ささ・・幅幅のの十十分分ああるるああゆゆみみ板板をを使使用用すするる

積込み、積降しをするときは、平坦で交通の安全な場所で、トラックのエンジンを止め、動かない

ようにサイドブレーキを掛け車止めをしてください。使用するあゆみ板は、幅・長さ・強度が十分

あり、スリップしないものを選んでください。

守守ららなないいとと

転落などの事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 登登るるととききはは後後退退、、降降りりるるととききはは前前進進でで行行ななうう

トラックに積込むときは後退で、降りるときは前進でおこなってください。

守守ららなないいとと

バランスを崩し、転落などの事故を引きおこすおそれがあります。

■■ ロローーププででトトララッッククにに確確実実にに固固定定すするる

トラックに乗せて移動するときは、駐車ブレーキを掛け、強度の十分あるロープでトラックに機械

を固定してください。

守守ららなないいとと

荷台から機械が転落したりして、事故を引きおこすおそれがあります。

警警告告
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

移移動動やや圃圃場場へへ出出しし入入れれすするるとときき

■■ 一一般般道道路路走走行行禁禁止止

特殊自動車の型式認定を取得していませんので一般道路は走行できません。

守守ららなないいとと

道路交通違反により罰せられることがあります。

■■ 周周囲囲のの安安全全をを確確認認ししてて、、ゆゆっっくくりりとと発発進進すするる

周囲の安全を確認してからエンジンを始動し、急発進しないようにゆっくり発進してください。

守守ららなないいとと

傷害事故をおこすおそれがあります。

■■ 移移動動時時はは路路肩肩にに注注意意

溝のある道路や両側が傾斜している道路では、路肩に十分注意してください。

守守ららなないいとと

転落事故をおこすおそれがあります。

■■ 急急なな発発進進・・停停止止・・旋旋回回ややススピピーードドのの出出しし過過ぎぎ禁禁止止

発進･停止はゆっくりと行なってください。旋回するときはスピードを落としてください。

また凹凸道やカーブの多い場所では、十分速度を落としてください。

守守ららなないいとと

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。

■■ 溝溝をを渡渡るるととききははああゆゆみみ板板をを使使用用すするる

圃場に入るとき、溝をわたるとき、軟弱な場所を通るとき、必ずあゆみ板を使用してください。

あゆみ板は、幅・長さ・強度が機械に適したものを使用してください。

守守ららなないいとと

スリップや転倒による事故をおこすおそれがあります。

■■ 暖暖機機運運転転中中はは駐駐車車ブブレレーーキキをを掛掛けけるる

守守ららなないいとと

機械が自然に動きだし、事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 高高速速走走行行時時、、急急激激ななブブレレーーキキ、、ペペダダルル操操作作ははししなないい

守守ららなないいとと

転倒・転落事故をおこすおそれがあります。

警警告告

注注意意



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

作作業業ををすするるとときき

■■ 作作業業機機のの着着脱脱はは平平坦坦なな場場所所でで行行ななうう

作業機の着脱は、平坦で安定した場所で行なってください。夜間は適切な照明をしてください。

守守ららなないいとと

事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 人人やや物物ををウウェェイイトト代代わわりりににししなないい

ウエイト代わりに人や物をのせないでください。

作業機に合った純正のウエイトを使用してください。

守守ららなないいとと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 機機械械とと作作業業機機のの周周辺辺にに人人をを近近づづけけなないい

機械を移動するときは、機械の周辺や作業機との間に人が入らないようにしてください。

守守ららなないいとと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 重重いい作作業業機機をを付付けけるるととききはは、、ウウエエイイトトででババラランンススををととるる

重い作業機を装着したときは、ウエイトを付けて、バランスを保ってください。

守守ららなないいとと

バランスを崩し事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 機機械械にに作作業業機機をを装装着着すするるととききはは、、作作業業機機のの取取扱扱説説明明書書をを必必ずず読読むむ

機械に作業機を装着するときは、事前に必ず作業機の取扱説明書をよく読んでください。

守守ららなないいとと

傷害事故や機械の破損を引きおこすおそれがあります。

■■ 作作業業機機をを付付けけたたととききはは旋旋回回にに注注意意

作業機によっては、かなりの長さになるものがありますので、旋回時は周囲の人や物に注意してく

ださい。

守守ららなないいとと

作業機が衝突したりして、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 保保護護具具はは必必ずず着着用用すするる

保護メガネ・ヘルメット・滑り止めのついた靴を必ず着用してください。

守守ららなないいとと

傷害事故を負うおそれがあります。

■■ 作作業業機機のの下下ににももぐぐっったたりり、、足足をを入入れれなないい

作業機の下にもぐったり、足を踏み込んだりしないでください。

守守ららなないいとと

作業機が下がったとき、傷害事故を負うおそれがあります。

警警告告
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

■■ 作作業業前前にに、、圃圃場場内内ににああるる石石ななどどのの障障害害物物をを取取りり除除くく

守守ららなないいとと

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

■■ 急急なな発発進進・・停停止止・・旋旋回回ややススピピーードドのの出出しし過過ぎぎ禁禁止止

発進・停止は、ゆっくりと行なってください。旋回するときは、十分スピードを落としてください。

また傾斜地や凹凸のあるところでは、速度を落としてゆっくりと移動してください。

守守ららなないいとと

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。

■■ 巻巻きき付付きき、、詰詰ままりり点点検検はは必必ずずエエンンジジンン停停止止

刈り刃（ブレード）に巻き付いた草を取ったり、作業機の詰まりを見るときは、必ずエンジンを停

止してください。

守守ららなないいとと

巻き込まれ事故をおこすおそれがあります。

■■ 傾傾斜斜地地でではは変変速速禁禁止止

予め適正な変速段数を選び、傾斜地で変速しないようにしてください。

守守ららなないいとと

転落事故、機械の損傷をおこすおそれがあります。

■■ 子子供供をを近近づづけけなないい

子供には十分注意し、近づけないようにしてください。

守守ららなないいとと

傷害事故引きおこすおそれがあります。

■■ 異異常常なな振振動動がが出出たたらら、、直直ちちにに点点検検・・修修理理をを行行ななうう

異常な振動が出たら直ちにエンジンを停止し、原因を調べて修理してください。

守守ららなないいとと

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

■■ モモアアのの排排出出口口ににはは、、人人をを近近づづけけなないいこことと

草やホコリが飛び出します。石などが飛び出すことがあります。

守守ららなないいとと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ わわきき見見、、手手放放しし運運転転ははししなないい

守守ららなないいとと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 機機械械かからら離離れれるるととききはは平平坦坦地地にに置置きき、、エエンンジジンンをを止止めめるる

機械から離れるときは平坦で安定した場所に置き、エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車止め

をしてください。また作業機は地面に接地してください。

守守ららなないいとと

機械が動き出し、事故をおこすおそれがあります。

警警告告



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

■■ 運運転転者者以以外外にに人人をを乗乗せせなないい

この機械の乗車定員は１名です。運転者以外に人を乗せないでください。

守守ららなないいとと

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 枯枯れれ草草刈刈作作業業はは、、消消火火器器をを携携行行すするる

乾燥した枯れ草がエンジン・ＤＯＣ・エキゾーストパイプに接触または、堆積すると熱により引火する

おそれがあります。小型消火器または水筒に水を入れて携行してください。

守守ららなないいとと

火災を引きおこすおそれがあります。

警警告告
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

作作業業終終了了後後やや格格納納すするるとときき

■■ 注注油油・・給給油油ははエエンンジジンンがが冷冷ええててかからら行行ななうう

エンジン回転中やエンジンが熱い間は、絶対に注油・給油しないでください。

守守ららなないいとと

燃料などに引火して、火災をおこすおそれがあります。

■■ ララジジエエーータタがが熱熱いいととききははキキャャッッププをを開開けけなないい

ラジエータが過熱しているときは、絶対にラジエータキャップを開けないでください。

守守ららなないいとと

熱湯が吹き出し、ヤケドするおそれがあります。

■■ シシーートトはは機機械械がが十十分分冷冷めめててかかららかかけけるる

機械にシートをかける場合は、マフラーやエンジンが十分に冷めてからかけてください。

守守ららなないいとと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 点点検検整整備備はは平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで行行ななうう

交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で、機械の前輪には車止め

をして点検整備をしてください。

守守ららなないいとと

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。

■■ ＤＤＯＯＣＣ・・テテーールルパパイイププ・・エエンンジジンン周周りりののゴゴミミはは取取りり除除くく

ＤＯＣ・テールパイプやエンジン周辺に、草・ゴミ・燃料などが付着していないか、毎日作業後に

点検してください。

守守ららなないいとと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 電電気気部部品品・・ココーードドをを必必ずず点点検検

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを毎日作業後

に点検してください。

守守ららなないいとと

ショートして、火災をおこすおそれがあります。

■■ 長長期期格格納納時時ははババッッテテリリととキキーーをを外外すす

長時間使用しないで格納する場合は、バッテリを取り外し、キーを抜き取り保管してください。

守守ららなないいとと

事故を引きおこすおそれがあります。

危危険険

警警告告



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

■■ 高高圧圧オオイイルルにに注注意意

油圧の継手やホースにゆるみや損傷がないかを常に確認し、継手やホースを外す前には、油圧回路内

の圧力をなくしてください。

守守ららなないいとと

高圧オイルは皮膚をつきやぶることがあり、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ ババッッテテリリのの取取りり付付けけ取取りり外外ししはは正正ししいい手手順順でで行行ななうう

バッテリを取り付けるときは＋側を先に取り付け、取り外すときは－側から取り外します。

守守ららなないいとと

ショートして、ヤケドや火災事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 点点検検整整備備中中ははエエンンジジンン停停止止

点検・整備・修理または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。

守守ららなないいとと

機械の下敷きになるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。

■■ カカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけるる

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。

守守ららなないいとと

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■■ 点点検検整整備備はは過過熱熱部部分分がが十十分分冷冷めめててかからら行行ななうう

ＤＯＣ・テールパイプやエンジンなどの過熱部分が十分冷めてから点検整備をしてください。

守守ららなないいとと

ヤケドをするおそれがあります。

注注意意
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

安安全全銘銘板板のの貼貼りり付付けけ位位置置

安全に作業していただくために、安全銘板の貼り付け位置を示したものです。

安全銘板は常に汚れや破損しないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼りなおして

ください。

本本機機

部品番号 名 称 部品番号 名 称

コーションプレート チューイマーク

チューイマーク チューイマーク

チューイマーク：ラジエータ チューイマーク：バッテリ

コーションプレート コーションプレート：スプレー

コーションプレート：リール コーションプレート：スタータ

コーションプレート：ケイシャ コーションプレート：サギョウフク

コーションプレート コーションプレート



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

安安全全銘銘板板

機械を安全に使用していただくために、機械には安全銘板が貼られています。

それらの意味を以下に説明しています。この取扱説明書の安全に関係する章を注意深く読むことを推奨

します。

１１．．警警告告

２２．．警警告告

３３．．警警告告

４４．．警警告告

① 機械を使用する際は、取扱説明書をよく読み

安全に注意して行ってください。 
② 転倒のおそれがあるので２０°以上の傾斜地

で作業しないでください。 
③ 点検整備時は、エンジンをストップさせ取扱

説明書を読んで行ってください。 
④ 不意に機械が動きひかれる駐車時は、駐車ブ

レーキを掛けてください。不意の起動により

動き出した機械にひかれるので、エンジンの

始動は運転席からだけ行ってください。 
⑤ 物が飛んで来たり、排ガスが出るので、機械

から安全な距離をとってください。 
⑥ 巻き込まれてケガをするおそれがあるので、

エンジンまたは動力軸が回転中は体を近づけ

ないでください。 
 
エンジンが回っているときは、回転部に触れない

でください。 
 
 
 
 
 
高温時にはキャップを開けないでください。 
熱湯が吹き出し火傷をする恐れがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
高圧オイルで障害を受けるので、保守の手順は

取扱説明書を読んで行ってください。

 

①①  

②②  

③③  

④④  

⑤⑤  

⑥⑥  
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

５５．．警警告告

６６．．警警告告

７７．．警警告告

８８．．警警告告

９９．．危危険険

保守点検は、エンジンを止め取扱説明書にしたが

って行ってください。作動中は巻き込まれたり・

物が飛んでくる恐れがあるので注意してくださ

い。

傾斜地で作業する場合は、強制４輪駆動で使用し

てください。

強制４輪駆動にしないとタイヤがスリップして

滑落や転倒等の障害事故が引き起こす恐れがあ

ります。

急停車禁止

高速走行中、或いは坂道での急停車は非常に危険

です。急停車により転倒のおそれがあります。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
高温部には触れないでください。火傷をする恐れ

があります。

給油時に火を近づけると火災になるおそれがあ

ります。給油中は、エンジンを停止してください。

ディーゼル軽油専用です。

 



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

１１００．．危危険険

１１１１．．危危険険

１１２２．．危危険険

１１３３．．注注意意

１１４４．．注注意意

バッテリからは爆発性のガスが発生しますので

火気厳禁です。バッテリ液には硫酸が入っていま

す。眼鏡を使用し衣服も保護してください。

爆発の恐れがあるので、エンジンにスプレー等を

吹き付けないでください。

スターターを短絡させてエンジンを始動させな

いでください。不意の起動により動き出した機械

にひかれる恐れがあります。エンジンの始動は、

運転席からのみ行ってください。

作業に相応しい服装、適切な保護具を使用してく

ださい。

バッテリーを処分する場合は、法的規制およびガ

イドラインに従ってください。
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

操操作作銘銘板板のの貼貼りり付付けけ位位置置

安全に作業していただくために、操作銘板の貼り付け位置を示したものです。

操作銘板は常に汚れや破損しないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼りなお

してください。

本本機機

部品番号 名 称 部品番号 名 称

ソウサシジマーク チルトマーク

コーションプレート：ＰＡＲＫ シジマーク：カリトリ

ヘンソクシジバン：フク シジマーク：ラッピング

ヘンソクシジマーク シジマーク：モアショウコウ



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

操操作作銘銘板板

機械を安全に使用していただくために、機械には操作銘板が貼られています。

それらの意味を以下に説明しています。この取扱説明書の安全に関係する章を注意深く読むことを推奨

します。

１１．．ソソウウササシシジジママーークク

２２．．ココーーシショョンンププレレーートト：：ＰＰＡＡＲＲＫＫ

３３．．ヘヘンンソソククシシジジババンン：：フフクク

４４．．ヘヘンンソソククシシジジママーークク

５５．．チチルルトトママーークク

・モア昇降指示マーク 
①モア下降 
②モア上昇 

・ハンドスロットル指示マーク 
③低回転 
④高回転 

・キースイッチ指示マーク 
⑤ＯＦＦ 
⑥ＯＮ 
⑦ＳＴＡＲＴ 

 
 
・駐車ブレーキ指示マーク 

①駐車ブレーキ解除 
②駐車ブレーキロック 

 
 
 
・変速指示マーク 

①Ｈ速 
②ニュートラル 
③Ｌ速 
④オート４ＷＤ 
⑤強制４ＷＤ 

 
 
・走行ペダル指示マーク 

①前進 
②後進 

 
 
 
・ハンドルチルト指示マーク 

①①  ②②  

③③  

④④  
⑥⑥  

⑤⑤  

⑦⑦  

①①  ②②  

①①  ②②  ③③  
④④  

⑤⑤  

①①  ②②  
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１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

６６．．シシジジママーークク：：カカリリトトリリ

７７．．シシジジママーークク：：ララッッピピンンググ

８８．．シシジジママーークク：：モモアアシショョウウココウウ

・刈取り指示マーク 
①刈取りＯＮ 
②刈取りＯＦＦ 

 
 
 
 
・ラッピング指示マーク 

①ラッピングＯＮ 
②ラッピングＯＦＦ 

 
 
 
 
・モア昇降指示マーク 

①モア上昇 
②モア下降 

②②  ①①  

①①  

①①  

②②  

②②  



  

１１章章 安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい

．操作および装置のマーク

本機に使用されている操作および装置のマークは下記のとおりです。
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章章 ササーービビススとと保保証証ににつついいてて

１１．．保保証証書書はは大大切切にに保保管管ししててくくだだささいい。。

｢保証書｣はお客様が保証修理を受けられる際に

必要となるものです。お読みになった後は大切

に保管してください。

（保証書は、本書最終ページに｢安全説明確認カ

ード｣と共に添付してあります）なお、ご使用中

の事故やご不審な点については購入先、または弊

社営業所（この説明書裏参照）にお気軽にお問合

せください。

＜＜連連絡絡ししてていいたただだききたたいい内内容容＞＞

● 本機型式名と製造番号

● エンジンの場合はエンジン番号

● モアの場合はモアの仕様

● ご使用状況（どんな作業をしていたら）

● どのくらい使用しましたか（使用時間）

● 不具合が発生したときの状況を出来るだけ詳

しく教えてください。

本機型式名・製造番号

エンジン名称・製造番号

補補修修部部品品のの供供給給年年限限ににつついいてて

この製品の補修用部品供給年限（期間）は、製

造打ち切り後８年です。ただし供給年限内であ

っても、特殊部品については納期などをご相談

させていただく場合もあります。補修用部品の

供給は原則的には上記の供給年限で終了しま

すが、供給年限経過後であっても、部品供給の

ご要請があった場合には納期および価格につ

いてご相談させていただきます。

本機型式・製造番号 

エンジン名称・製造番号 



  

３３章章 各各部部ののななままええ

本本機機

Fig. 3-1
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３３章章 各各部部ののななままええ

２２．．モモアア



  

４４章章 各各操操作作部部ののははたたららきき

．．シシーートト・・ススイイッッチチ・・メメーータタ類類

①シート

跳ね上げ式アームレスト付です。シートの前後

調整および体重調整とリクライニング調整が

出来ます。

●前後調整

レバーを上に引くと前後に動かせます。ち

ょうど良い位置に調整します。

●体重調整

ハンドルを回して適した体重の位置に調整

します。

・時計回り ：重い

・反時計回り：軽い

●リクライニング調整

レバーを引き上げると背もたれの角度を調整

出来ます。シートに座った状態で調整してく

ださい。

●アームレスト調整

アームレスト下側のダイヤルを回すと、アー

ムレストの角度を調整できます。

●シート高さ調整

シート全体を引き上げることで高さを調整

できます。

段階（ＬＯＷ・ＭＩＤ・ＨＩＧＨ）
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③メータ

Ａ.アワメータ

アワメータは、総運転時間を示します。リール

モアの定期点検・整備は窓の数字に基づいて実

施してください。

右端の数字は 時間（ 分）を表します。

例 時間 時間 分

Ｂ.水温計

キースイッチが［ ］の位置でエンジン冷却水

の温度を示します。

Ｃ. 燃料計

キースイッチが［ ］の位置で燃料タンク内の

残量を示します。

Ｄ.グローランプ

キーを［ ］の位置に回すとグローランプが点

灯し、約 秒間たつと消灯します。

消えたら速やかにキーを［ ］の位置に

回して、エンジンを始動させます。

Ｅ.エンジンオイルプレッシャランプ

キースイッチが［ ］の位置で点灯します。エ

ンジンが始動し、エンジンオイルが循環しはじ

め、正常な圧力になると消灯します。

Ｆ.チャージランプ

キースイッチが［ ］の位置で点灯します。エ

ンジンが始動し、正常に充電されると、消灯し

ます。

Ｇ.エアクリーナランプ

運転中点灯したときには、エアクリーナエレメ

ントが目詰まりしています。エレメントの清掃

をしてください。

Ｈ.駐車ブレーキランプ

駐車ブレーキをかけると点灯します。走行する

ときは、必ずランプが消えているのを確認して

ください。

４４章章 各各操操作作部部ののははたたららきき

 

②ハンドル

ハンドルの高さおよび角度の調整が出来ます。

●高さ調整

ハンドル中心のノブをゆるめ、ちょうど良い

高さにハンドルを調整してください。

●角度調整

ハンドルポスト下のペダルを踏むとハンドル

の角度調整が出来ます。ペダルを踏みながら

ハンドルを前後に動かしてください、ちょう

ど良い位置でペダルを放して固定してくださ

い。



  

４４章章 各各操操作作部部ののははたたららきき

⑥ライトスイッチ

スイッチを押すとヘッドライトが点灯します。ヘ

ッドライト点灯状態には、ライトスイッチにもラ

ンプが点灯します。また、メータ内部も照明状態

となります。

⑦ＣＡＮメータ

ディスプレイには以下の 項目が表示されます。

表示項目

単位
表示内容

初期表示
エンジン回

転数
▼（送り）

▲（戻り）
℃

水温 ▼（送り）

▲（戻り）
バッテリ電

圧
▼（送り）

エンジン始動時のディスプレイ初期表示内容は

エンジン回転数となっています。

表示項目を変更したい場合は、目的の表示となる

よう［送り・戻りボタン］にて表示項目を変更し

てください。

④オーバーヒート警告

エンジンの水温が上昇し、水温計の針が［Ｈ］

の位置に達すると、警告ブザーが鳴ります。

運転中に鳴り出した場合はオーバーヒート状

態です。アイドリング回転で ～ 分完回転

させてエンジンを冷ましてから停止してくだ

さい。

⑤キースイッチ

機械を使用しないときは、必ずキーを抜いて安

全な保管場所にキーを保管してください。守ら

ないと、児童などが操作し事故を起こす恐れが

あります。またキーキャップを取付けてくださ

い。雨水などの侵入によりキースイッチ故障の

原因となります。

エンジンの始動に使用します。

［ ］：エンジンが停止し、電流が流れま

せん。（キーを抜き取れます）

［ ］ ：各電装品スイッチに電流が流れま

す。エンジンが停止している場合、

エンジン油圧パイロットランプ、

チャージパイロットランプ、

警告ランプ、グローランプ、パー

キングランプが点灯します。

オートグロー機能が働きます。

［ ］：セルモータが回転し、エンジンが

始動します。エンジンが始動した

らキーから手を離してください。

キーは自動的に［ ］の位置に戻

り、連続運転に入ります。エンジ

ンが始動するとパイロットランプ

は消灯します。

  注注意意

ライトスイッチ 
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４４章章 各各操操作作部部ののははたたららきき

 

２２．．ペペダダルル・・レレババーー関関係係

①ハンドスロットル（アクセル）

エンジンの回転数を調節します。

［ ］：エンジン回転数が低くなる

［ ］：エンジン回転数が高くなる

②ブレーキ

●メインブレーキ

本機を停止させるときに使用します。ペダル

を踏むことでブレーキがかかります。また、

始動安全装置が付いていますから始動時には

必ず踏んでください。

●駐車ブレーキ

●ＣＡＮメータ設定内容は絶対に変更しないで

ください。

●運転中の表示変更は危険ですので絶対に行わ

ないでください。

エンジン不具合発生時、ＣＡＮメータのディス

プレイにエラーコード（故障コード）が表示さ

れます。

その際、不具合内容によって黄色ランプのみ点

灯、黄色・赤色ランプ両方が点灯します。

エラーコード詳細は ページ参照

エラー内容により、故障発生時のシステムアク

ションが異なります。

●黄色ランプ点灯エラー

燃料噴射量制限 ％以下、アクセル開度制

限によりエンジン回転数が まで

しか上がらなくなります。

●黄色・赤色ランプ点灯エラー

エンジンが停止します。

エラーコードが表示された場合は、エラー内容

の確認を行った後、お買い上げいただいた販売

店、または弊社営業所にお問い合わせください。

サービスツールに関しては ページ参照

  警警告告

駐車ブレーキ 

ブレーキペダル 

  

  

ハンドスロットル 



  

４４章章 各各操操作作部部ののははたたららきき

 

車両停車時にレバーを引くと駐車ブレーキが

かかります。解除するときはレバー先端のボタ

ンを押して下げてください。

駐車ブレーキがかかっている状態で、キースイ

ッチが［ＯＮ］の位置にあると駐車ブレーキラ

ンプが点灯します。

本機から離れるときは駐車ブレーキをかけて

ください。

③走行ペダル

本機を前進させるには前進ペダル、後進させる

には後進ペダルを踏みます。この機械にはクラ

ッチぺダルはなく、走行ペダルの踏み具合（強

弱）により速度を上げたり下げたりできます。

走行ペダルの踏み具合で発進時の速度が違い

ますので、発進時にゆっくり踏み込んでくださ

い。平坦地において、ペダルから足を離すと、

ペダルは自動的に中立位置に戻り車輌は停止

します。

④変速レバー

本機の車速を作業内容に合わせて［Ｌ］（低速）、

［Ｈ］（高速）の２通り選ぶことが出来ます。

前側に倒すと［Ｈ］（高速）に、中央では［ ］（中

立）に、手前に倒すと［Ｌ］（低速）になります。

通常の作業では低速側にしておき、高速側を使用

するのは移動するときだけにしてください。 
変速をするときは本機を停止させてから行なっ

てください。 
オート （４ＷＤ／２ＷＤ自動切替）とフル

タイム （強制４ＷＤ）の切替ができます。

レバーを外側に倒してから前方に倒すとフルタ

イム になります。

補足：オート４ＷＤは、通常時には４ＷＤです。

旋回時等に前・後輪の回転差が発生すると後輪

駆動が切れて２ＷＤとなります。

⑤作業機昇降レバー（スイッチ）

●ハンドルポスト部

作業機を昇降するときに使用します。

レバーを上に上げると作業機が上昇し、下に下

げると作業機が下降します。

●操作パネル部

作業機を昇降するときに使用します。

手前に引くと作業機が上昇し、奥に倒すと作業

機が下降します。

昇降レバー 

昇降レバー 

変速レバー 

走行ペダル：前進 走行ペダル：後進 
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４４章章 各各操操作作部部ののははたたららきき

 

３３．．ココンントトロローールルボボッッククスス関関係係

本機には、作業機制御にマイコンを使用した制

御装置が組み込まれていて高い作業能率を発

揮します。より安全委完成度の高い作業をする

ために以下の説明を十分に理解して運転する

ようにしてください。

①①刈刈取取りりススイイッッチチ

回転刃を回転・停止させるときに使用します。

刈取りスイッチを奥に倒してスイッチが点灯

すると刈取りモードになります。この時点では

回転刃は回転しません。昇降レバーで下降操作

をすると作業機が自動で下がり回転刃が回転

します。

回転刃が回転中にスイッチを手前に倒すとス

イッチが消灯し回転刃も停止します。

また、制御関係に異常やエラーが検出されると

ランプが点滅します。

②②昇昇降降レレババーー

作業機の昇降操作し刈取り作業をするときに使

用します。

〈〈刈刈取取りりススイイッッチチ点点灯灯中中〉〉

・下降操作を行うと作業機は自動で下降し回転

刃が回転します。

・上昇操作を行うと回転刃が停止し作業機が上

昇します。

・上昇操作が１秒未満の場合、規定位置まで自

動上昇します。

・上昇操作が１秒以上の場合、操作した時間だ

け作業機が上昇します。

〈〈刈刈取取りりススイイッッチチ消消灯灯中中〉〉

・上昇も下降も操作した時間だけ上昇・下降し

ます。

●ハンドルポスト部

●操作パネル部

③③ララッッピピンンググススイイッッチチ

回転刃を逆回転させラッピング作業を行うとき

に使用します。

作業機を接地させラッピングスイッチを前方に

倒すとスイッチが点灯し回転刃が逆回転します。

スイッチを後方に倒すとスイッチが消灯し回転

も停止します。

また、ラッピング作業中に刈取りスイッチ・昇降

スイッチを操作すると回転は停止します。

ラッピングスイッチ 

刈取りスイッチ 



  

５５章章 運運転転前前・・作作業業前前点点検検ののししかかたた

●●点点検検・・整整備備・・調調節節をを行行ななううととききはは、、必必ずずエエンンジジ

ンンをを停停止止ささせせ、、駐駐車車ブブレレーーキキををかかけけててかからら行行なな

っっててくくだだささいい。。

●●エエンンジジンン回回転転中中ややエエンンジジンンがが熱熱いい間間はは、、注注油油・・

給給油油はは絶絶対対ににししなないいででくくだだささいい。。ヤヤケケドドををすするる

おおそそれれががあありりまますす。。

●●燃燃料料補補給給時時はは、、くくわわええ煙煙草草・・裸裸火火照照明明はは絶絶対対にに

ししなないいででくくだだささいい。。ままたた燃燃料料補補給給後後はは、、燃燃料料キキ

ャャッッププをを確確実実にに締締めめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははききれれいいにに

ふふきき取取っっててくくだだささいい。。守守ららなないいとと火火災災のの原原因因にに

ななりりまますす。。

●●燃燃料料パパイイププがが破破損損ししてていいるるとと、、燃燃料料ももれれをを起起ここ

ししまますすののでで、、必必ずず点点検検ししててくくだだささいい。。守守ららなないい

とと、、火火災災をを起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。

●●安安全全でで快快適適なな作作業業をを行行ななううににはは、、本本機機をを使使用用すす

るる人人がが一一日日一一回回、、作作業業前前のの点点検検をを行行ななううよよううにに

ししててくくだだささいい。。異異常常箇箇所所はは直直ちちにに整整備備しし、、作作業業

終終了了後後もも異異常常ががなないいかかチチェェッッククししててくくだだささいい。。

●●点点検検整整備備はは交交通通のの危危険険ががななくく、、機機械械がが倒倒れれたたりり

動動いいたたりりししなないい平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで、、車車止止めめ

ししたた上上でで行行ななっっててくくだだささいい。。守守ららなないいとと機機械械がが

転転倒倒すするるななどど事事故故をを起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。

●●運運転転・・作作業業前前のの点点検検時時ににエエンンジジンンをを始始動動ししてて行行

ななうう場場合合はは、、閉閉めめ切切っったた室室内内でで行行ななわわなないいででくく

だだささいい。。

●●運運転転・・作作業業前前のの点点検検ををすするるととききはは、、点点検検者者以以外外

のの人人（（特特にに子子供供））をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。

●●点点検検・・整整備備ををすするるととききはは、、ママフフララーーややエエンンジジンン

ななどどのの過過熱熱部部分分がが十十分分にに冷冷めめててかからら行行ななっってて

くくだだささいい。。守守ららなないいとと、、火火傷傷をを負負ううおおそそれれががああ

りりまますす。。

●●点点検検・・整整備備ななどどでで取取りり外外ししたたカカババーー類類はは、、必必ずず

取取りり付付けけててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、機機械械にに巻巻きき

込込ままれれてて、、傷傷害害事事故故をを起起ここすすおおそそれれががあありりまま

すす。。

  危危険険

作作業業者者のの体体調調・・服服装装

①①体体調調ににつついいてて

作業を行なうときは、健康な状態で行なってくだ

さい。過労・病気・薬物の影響、その他の理由で

作業に集中できないときは、作業を行なわないで

ください。特に、お酒を飲んでいる・妊娠してい

る・ 才未満の人は作業を行なわないでくださ

い。

②②服服装装ににつついいてて

●操作レバーや機械部品に引っかからない、だぶつ

きのない服装をしてください。

●安全靴などの滑り止めついた靴を着用してくだ

さい。

●ヘルメットを着用してください。

●作業によっては、保護メガネ・マスク・手袋など

の保護具を必ず着用してください。

※タオルをはち巻き・首巻き・腰タオルにして作業

を行なわないでください。

  注注意意

  警警告告
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５５章章 運運転転前前・・作作業業前前点点検検ののししかかたた

点点検検ののししかかたた

安全で快適な作業を行なうために、本機を使用する人が一日一回作業前の点検を以下の要領に従い行な

ってください。異常箇所は直ちに整備してください。また、作業中に異常を感じたら、すぐに点検・整

備をしてください。

①① 本本機機のの周周りりをを回回っってて見見てて

● タイヤの空気圧、摩耗状態・損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 車輪取付けボルトのゆるみはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 燃料の量と燃料漏れ、燃料パイプの損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・

● オイルタンクの量と汚れ、油漏れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● バッテリ液の量は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 各部の変形・損傷・汚れはありませんか

● 車体各部の損傷、ボルトのゆるみはありませんか

参考ページ

②② ボボンンネネッットトをを開開けけてて見見てて

● エンジンオイルの量と汚れ、燃料漏れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 冷却水の量と水漏れ、ホースの損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● エアクリーナの汚れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 冷却ファンベルトの張り不足や、損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ラジェータグリルやエンジンルーム内のホコリや芝カスはありませんか・・・・・・・・・

● 配線コードの被覆のはがれや接触部のゆるみはありませんか・・・・・・・・・・・・・・

参考ページ

③③ 作作業業機機（（モモアア））関関係係

● 回転刃・下刃の変形、損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 各リンク部の変形、損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ローラの損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

参考ページ

～

④④ 運運転転席席にに座座っってて見見てて

● ブレーキの作動具合は適正ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 走行ペダルの作動具合は適正ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ハンドルの遊びは適正ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

参考ページ

⑤⑤ エエンンジジンンをを始始動動ししてて見見てて

● 排気ガスの色は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ランプ・メータ類の作動は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● エンジン始動後の異音・振動はありませんか

参考ページ



  

６６章章 運運転転とと作作業業ののししかかたた

．．ななららしし運運転転（（最最初初のの 時時間間））ににつついいてて

新車は使用時間 時間までの取り扱いが大変重

要です。機械の寿命、性能に大きく影響します。

この期間中は、次の点に注意して正しく取り扱っ

てください。

急なスタート、急ブレーキは慎んでください。

必要以上のスピードや負荷をかけないでくだ

さい。

運転はエンジンが十分暖まってから行なって

ください。

悪路や傾斜地では、速度を落としてゆっくり

走行してください。

使い初めて最初の 時間目には、 ページ

の［１．定期点検一覧表］に従い各部の点検、

オイル交換などをしてください。

．． エエンンジジンンのの始始動動・・停停止止ののししかかたた

●●エエンンジジンン始始動動時時はは、、必必ずず運運転転席席にに座座っっててレレババーー

のの位位置置とと周周囲囲のの安安全全をを確確認認ししててくくだだささいい。。守守らら

なないいとと、、傷傷害害事事故故をを起起すすおおそそれれががあありりまますす。。

●●閉閉めめ切切っったた室室内内ででははエエンンジジンンをを始始動動ししなないいでで

くくだだささいい。。エエンンジジンンはは風風通通ししののよよいい室室外外でで始始動動

ししててくくだだささいい。。ややむむをを得得ずず室室内内でで始始動動すするる場場合合

はは、、十十分分にに換換気気ををししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと排排

気気ガガススにによよるる中中毒毒をを起起ここしし、、死死亡亡事事故故をを起起ここすす

おおそそれれががあありりまますす。。

●●機機械械をを使使うう前前とと後後ににはは、、必必ずず点点検検・・整整備備ををししてて

くくだだささいい。。特特ににブブレレーーキキ・・レレババーーななどどのの操操縦縦装装

置置はは、、確確実実にに作作動動すするるよよううにに点点検検・・整整備備ををししてて

くくだだささいい。。守守ららなないいとと傷傷害害事事故故をを起起ここししたたりり、、

機機械械のの故故障障ををままねねくくおおそそれれががあありりまますす。。

●●暖暖機機運運転転中中はは駐駐車車ブブレレーーキキをを掛掛けけててくくだだささいい。。

守守ららなないいとと何何ららかかのの原原因因でで機機械械がが走走りり出出しし、、事事

故故をを起起すすおおそそれれががあありりまますす。。

〈〈始始動動時時安安全全装装置置〉〉

以下の条件が全て満たされているときだけエン

ジン始動ができます。

・シートに座る 
・ブレーキペダルを踏むか駐車ブレーキをかける 
・前・後進ペダルがニュートラル位置にある

〈〈離離席席時時安安全全装装置置〉〉

シートから体が離れると安全スイッチが動いて

エンジンが自動停止します。ただし、下記２つの

条件のときには停止しません。

・駐車ブレーキをかけているとき

・前・後進ペダルがニュートラル位置にあるとき

もし、エンジンが始動するまたは自動停止しない

場合は、安全装置が働いていないかもしれませ

ん。販売店で点検・修理してください。

始始動動ののししかかたた

①燃料コックを［開］にします。

燃料コックは 箇所にあります。

・燃料タンクの右下（プレ燃料フィルタ）

・エンジン右後（メイン燃料フィルタ）

  警警告告

  注注意意
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６６章章 運運転転とと作作業業ののししかかたた

②シートに座ります。

③ブレーキを踏みこみます。または駐車ブレーキ

をかけます。

④前後進ペダルがニュートラルの位置にあるこ

とを確認します。

⑤アクセルを低速位置にします。

⑥キースイッチを［ ］位置にして、グローラ

ン プ が 消 灯 し て か ら キ ー ス イ ッ チ を

［ ］位置にします。

⑦エンジンが始動したら、すみやかにキースイッ

チから手を離します。キーは［ ］位置に戻

ります。

モニターランプのチャージランプとオイルプ

レッシャーランプが消灯していることを確認

してください。ランプが消灯しない時は、直

ちに運転を停止して原因を調べてください。

⑧ ハ ン ド ス ロ ッ ト ルで エ ン ジ ン 回 転 数 を

程度に合わせて、約 分間は負荷

をかけずに暖機運転を行います。

取取りり扱扱いいのの注注意意

●●セセルルモモーータタはは大大電電流流をを消消費費ししまますすののでで、、 秒秒

以以上上のの連連続続使使用用はは絶絶対対ににししなないいででくくだだささいい。。

（（ 秒秒以以内内でで始始動動ししななかかっったた場場合合はは、、いいっったた

んんススイイッッチチをを切切っってて１１分分以以上上休休止止ししててかからら同同

じじ操操作作ををももうう一一度度繰繰りり返返ししててくくだだささいい。。））

●●エエンンジジンン回回転転中中はは絶絶対対ににキキーーススイイッッチチをを

［［ ］］位位置置ににししなないいででくくだだささいい。。

●●寒寒冷冷時時（（ ℃℃以以下下））ににはは、、エエンンジジンンががかかかかりり

ににくくいい場場合合ががあありりまますす。。そそのの場場合合ははいいっったたんんキキ

ーーススイイッッチチをを［［ ］］にに戻戻しし、、同同じじ操操作作ををももうう

一一度度繰繰りり返返ししててくくだだささいい。。

＜＜暖暖機機運運転転ににつついいてて＞＞

本機は、全て油圧にて動いています。暖機運転

を怠ると油圧系統の故障を引きおこし、事故の

原因になります。特に寒冷地などで気温が下が

って冷え込むと、油の粘度が高くなり油圧の作

動が遅くなったり、正常な圧力が得られなくな

ることがあります。これを防ぐために、必ず下

表を目安に暖機運転を長めに行なってくださ

い。

  
気 温 暖機運転時間

０℃～－１０℃ １０分以上

－１０℃～－２０℃ ２０分以上

－２０℃以下 ３０分以上

停停止止ののししかかたた

①ハンドスロットルを［低速回転］位置にして、キ

ースイッチを［ ］位置にするとエンジンが

停止します。

３３ 作作業業機機（（モモアア））をを上上下下ささせせるるににはは

●ハンドルポスト

レバーを上に上げると作業機が上昇し、下に下

げると作業機が下降します。

●操作パネル

手前に引くと作業機が上昇し、奥に倒すと作業

機が下降します。



  

６６章章 運運転転とと作作業業ののししかかたた

発発進進・・旋旋回回･･停停止止ののししかかたた

●●発発進進すするるととききはは、、周周囲囲のの人人にに合合図図ししてて周周囲囲のの

安安全全をを確確認認ししたた上上でで、、急急発発進進ししなないいよよううににゆゆっっ

くくりり発発進進ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、傷傷害害事事故故

をを起起すすおおそそれれががあありりまますす。。

●●本本機機はは特特殊殊自自動動車車のの型型式式認認定定をを取取得得ししてていいまま

せせんんののでで一一般般道道路路（（公公道道））のの走走行行ははででききまませせんん。。

道道路路交交通通法法違違反反ににななりりまますす。。

●●作作業業中中おおよよびび移移動動中中はは、、安安全全ののたためめヘヘルルメメッッ

トトををかかぶぶっっててくくだだささいい。。

●●運運転転者者のの他他にに人人をを乗乗せせなないいででくくだだささいい。。

●●急急なな発発進進・・旋旋回回・・停停止止ややススピピーードドのの出出ししすすぎぎ

はは禁禁止止でですす。。ゆゆっっくくりり操操作作ししててくくだだささいい。。

①① 発発進進ののししかかたた

●●  傾傾斜斜地地でで変変速速ししなないいよよううににししててくくだだささいい。。

守守ららなないいとと機機械械のの重重みみでで走走りり出出しし、、死死傷傷事事

故故をを引引ききおおここすすおおそそれれががあありりまますす。。

変速レバーを希望の位置に変速させます。

昇降スイッチで作業機を上昇させます。

駐車ブレーキを解除してください。

前進あるいは後進ペダルを踏み込むと本機

が動きます。

〔〔取取りり扱扱いいのの注注意意〕〕

●●走走行行すするるととききははエエンンジジンン回回転転をを上上げげててくくだだ

ささいい。。守守ららなないいとと故故障障のの原原因因ににななりりまますす。。

●●変変速速レレババーーをを操操作作すするるととききはは本本機機とと停停止止しし

ててくくだだささいい。。動動いいてていいるるとときき操操作作すするるとと故故

障障のの原原因因ににななりりまますす。。

●●変変速速レレババーーはは確確実実にに入入れれててくくだだささいい。。途途中中にに

入入っってていいるるととギギヤヤ抜抜けけのの原原因因ににななりりまますす。。

＜＜参参考考＞＞

本機の変速は、爪クラッチのため入りにくい場合

があります。走行ペダルを軽く踏み込むと入りや

すくなります。

②② 旋旋回回ののししかかたた

●●本本機機をを旋旋回回ささせせるるととききはは、、十十分分減減速速ししててくくだだささ

いい。。高高速速ののまままま旋旋回回すするるとと、、横横転転ししてて傷傷害害事事故故

をを起起すすここととががあありりまますす。。

●●旋旋回回すするるととききはは、、作作業業終終了了後後のの地地形形ををよよくく把把握握

ししてて作作業業ををししててくくだだささいい。。

③③ 停停止止・・駐駐車車ののししかかたた

●●本本機機かからら離離れれるるととききはは、、地地盤盤ののししっっかかりりししたた

平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所をを選選びび駐駐車車ししててくくだだささいい。。

●●ややむむををええずず傾傾斜斜にに停停止止すするる場場合合はは、、本本機機をを横横向向

ききににししてて、、前前輪輪にに車車止止めめをを行行ななっっててくくだだささいい。。

前進・後進ペダルから足を離し、ブレーキペ

ダルを踏み込んでください。

作業機を完全に下ろします。

駐車ブレーキをかけます。

作作業業ののししかかたた

本機には、作業機制御にマイコンを使った制御装置

が組込まれて、高い作業能率を発揮します。より安

全に完成度の高い作業をするために、以下の説明を

十分理解され運転するようにしてください。

●●圃圃場場内内のの障障害害物物はは、、ああららかかじじめめ取取りり除除いいててくくだだ

ささいい。。作作業業機機のの回回転転刃刃・・下下刃刃をを傷傷めめるるばばかかりりかか、、

作作業業機機本本体体・・本本機機をを破破損損すするる事事故故ににつつななががりり大大

変変危危険険でですす。。

  
警警告告

  警警告告

  警警告告

  
警警告告

  
警警告告
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６６章章 運運転転とと作作業業ののししかかたた

①①モモアア使使用用上上のの注注意意

初めてモアを使われる方、機械に慣れてい

ない方は平坦な場所で操作を良く覚えてか

ら使用してください。

芝刈り作業は、圃場の大きさ、形状、立木

などの障害物の配置により適正な方法を決

めてください。一般的には周辺部から時計

方向に２～３行程刈り、あとは反時計方向

に中心部に向かって刈るようにします。

②②刈刈込込みみ作作業業

エンジンを始動します。 始動のしか

た参照）

芝刈作業開始位置まで本機を移動させま

す。（ 発進のしかた参照）

変速レバーを低速に入れます。

エンジン回転数を最高回転にします。

刈り取りボタンを押して点灯させます。

昇降レバーを自動側に下げるとモアが下

降し地表近くになると回転刃が回転しま

す。

走行ペダルの前方を踏み込んで刈り込み

ます。

刈り込みが終了したら昇降レバーを上昇

側に上げてモアを上昇させます。

●刈込み作業終了後は必ず刈取りスイッチを

にしてください。

●回転刃が回転中はモアユニットに手足など

絶対に近づけないでください。

③③ 芝芝刈刈速速度度

良好な芝刈作業を行なうために、刈刃のスピー

ドは常に最高回転になるようにしてください。

本機のアクセルレバーをエンジン最高回転の

位置にすることで刈刃の最高スピード、エンジ

ンの最高回転出力が得られます。本機の作業速

度は、芝の状態、仕上げ、運転者の慣れなどに

より選んでください。過負荷での芝刈作業は避

けてください。

④④ 傾傾斜斜地地ででのの芝芝刈刈作作業業

●●  転転倒倒ややススリリッッププのの危危険険性性ががああるる場場所所でではは運運転転

ししなないいででくくだだささいい。。雨雨上上ががりりななどどはは特特ににススリリ

ッッププしし易易くくななりりまますすののでで、、作作業業ははししなないいででくく

だだささいい。。  
●●  傾傾斜斜地地でではは作作業業前前にに全全体体のの地地形形をを把把握握ししててかか

らら作作業業をを行行ななっっててくくだだささいい。。  
●●  旋旋回回はは傾傾斜斜角角度度のの緩緩ややかかなな場場所所でで行行ななっっててくく

だだささいい。。  
●●  ２２００度度以以上上のの急急傾傾斜斜地地ででのの作作業業はは、、ししなないいでで

くくだだささいい。。

  警警告告

注注意意

危危険険



  

６６章章 運運転転とと作作業業ののししかかたた

６６ トトララッッククへへのの積積みみ込込みみ・・積積みみ降降ろろししのの

ししかかたた

●●トトララッッククへへのの積積みみ込込みみ・・積積みみ降降ろろししはは、、平平坦坦でで交交

通通のの安安全全なな場場所所でで、、トトララッッククののエエンンジジンンをを止止めめ、、

動動かかなないいよよううににササイイドドブブレレーーキキををかかけけ、、車車止止めめをを

ししててくくだだささいい。。

●●使使用用すするるああゆゆみみ板板（（道道板板））はは、、幅幅・・長長ささ・・強強度度

がが十十分分あありり、、ススリリッッププししなないいももののをを選選びびああゆゆみみ板板

ががははずずれれなないいよよううにに、、フフッッククををトトララッッククのの荷荷台台にに

ししっっかかりりかかけけててくくだだささいい。。

●●トトララッッククへへのの積積みみ込込みみはは後後進進でで行行ななっっててくくだだささ

いい。。

●●車車輌輌ががああゆゆみみ板板のの上上でで横横すすべべりりししなないいよよううににタタ

イイヤヤにに付付いいたた泥泥ななどどをを落落ととししててくくだだささいい。。

●●ああゆゆみみ板板のの上上でではは絶絶対対にに方方向向転転換換ししなないいででくくだだ

ささいい。。方方向向転転換換がが必必要要なな場場合合はは、、いいっったたんんああゆゆみみ

板板よよりり降降りりててかかららややりり直直ししててくくだだささいい。。

①① ああゆゆみみ板板にによよるる積積みみ込込みみ・・積積みみ降降ろろしし

＜＜ああゆゆみみ板板のの基基準準＞＞

●長さ・・・・車の荷台高さの 倍以上

●幅・・・・・ 以上

●強度・・・・ に十分耐えられるもの

●表面が滑らないように処理してあること

●あゆみ板は、左右段違いにならないようにし、ま

た荷台中心に対して左右均等な位置へ確実に取

り付けます。

積積みみ込込みみ

作業機をあゆみ板に当らない程度に上昇しま

す。

あゆみ板に対してまっすぐに方向を定めてゆ

っくり積み込みします。

脱輪しないように、ハンドルは慎重に操作して

ください。

積み込みが終了したらサイドブレーキを掛け

てエンジンを停止し、ロープで車輌を確実に固

定してください。

＜＜積積みみ降降ろろしし＞＞

 積み込みと逆の手順で行なって下さい｡

  警警告告
作業を決める 

刈取り作業 ラッピング作業 

刈取りスイッチ 
ＯＮにする 

作業機を 
接地させる 

昇降レバーを 
下降側に操作する 

ラッピングスイッチ 
ＯＮにする 

回転刃正回転・ 
刈取り作業実行 

回転刃逆回転・ 
ラッピング作業実行 

［［作作業業のの流流れれ］］  

ランプ点灯 

作業機下降 ランプ点灯 

刈取りスイッチ 
ＯＦＦにする 

回転刃停止・ 
刈取り作業終了 

ラッピングスイッチ 
ＯＦＦにする 

回転刃停止・ 
ラッピング作業終了 

ランプ消灯 ランプ消灯 
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６６章章 運運転転とと作作業業ののししかかたた

②②運運搬搬のの方方法法

●●丈丈夫夫ななロローーププをを車車輌輌にに掛掛けけ、、確確実実にに固固定定ししててくく

だだささいい。。作作業業機機はは必必ずず荷荷台台にに接接地地すするるままでで下下降降

ささせせててくくだだささいい。。守守ららなないいととトトララッッククののブブレレーー

キキをを急急ににかかけけたた時時ななどどにに、、車車輌輌がが荷荷台台かからら転転落落

しし思思わわぬぬ傷傷害害事事故故のの原原因因ににななりりまますす。。

●●トトララッッククででのの運運搬搬時時はは、、ボボンンネネッットトがが開開かかなないい

よよううににロロッックク用用キキャャッッチチでで固固定定ししててくくだだささいい。。

（（左左右右共共））

守守ららなないいとと、、風風ななどどにによよりりカカババーーがが開開いいてて、、思思

わわぬぬ傷傷害害事事故故のの原原因因ににななりりまますす。。

７７ パパワワーースステテアアリリンンググににつついいてて

●●エエンンジジンンのの運運転転中中はは、、ハハンンドドルル操操作作がが大大変変軽軽くく

ななっってていいまますすののでで、、高高速速走走行行時時ななどど、、慎慎重重にに行行

ななっっててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、事事故故をを起起すすおおそそ

れれががあありりまますす。。

パワーステアリングは、エンジン運転中のみ作

動します。ただし、エンジン回転が低速の場合

は、多少ハンドルが重くなることがありますが

異常ではありません。

［［取取りり扱扱いいのの注注意意］］

●ハンドルをいっぱいに切るとリリーフ弁が

働き、信号音がでます。短時間であればかまいま

せんが、この音が鳴ったままで運転しないでくだ

さい。

●走行しないでハンドルを切る（据え切り）ことは、

タイヤやリムなどの損傷を早めますので、必要な

とき以外は操作しないでください。

  警警告告

  注注意意

  注注意意



  

７７章章 作作業業後後のの手手入入れれののししかかたた

作作業業後後のの手手入入れれ

●● シシーートトををかかけけるる場場合合ははエエンンジジンンをを停停止止しし、、

エエンンジジンンややママフフララーーがが十十分分冷冷ええたたここととをを確確

認認ししててかかららかかけけててくくだだささいい。。

使用後は機械を水洗いし、水洗い後は水分をよく

ふき取って、各グリス注入部（グリスニップル）

にグリスアップを行なってください。

●●点点検検・・整整備備・・修修理理ををすするるととききはは、、必必ずずエエンンジジンン

をを停停止止ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと機機械械にに巻巻きき込込

ままれれてて、、傷傷害害事事故故をを起起すすここととががあありりまますす。。

●●点点検検・・整整備備ををすするるととききはは、、ママフフララーーややエエンンジジンン

のの過過熱熱部部分分がが十十分分にに冷冷めめててかからら行行ななっっててくくだだ

ささいい。。守守ららなないいとと、、ヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれががあありり

まますす。。

［［取取扱扱いいのの注注意意］］

●電装品にはできるだけ水をかけないようにし

てください。故障の原因となります。

２２ ボボンンネネッットトのの開開閉閉ののししかかたた

左右のボンネットキャッチを外してボンネ

ットの縁を持ち、上に引き上げてください。

ボンネットを持ち上げ支点を越すまで開いて

ください。

ボンネットを閉じる場合は、ボンネットを持

ちゆっくり下げてください。最後にボンネッ

トキャッチでロックしてください。

  危危険険

  注注意意

３３ ララジジエエーータタ・・オオイイルルククーーララ類類のの清清掃掃ののししかかたた

フロントスクリーン、ラジエータ・オイルクーラ

類に芝草が付着していますと、オーバーヒート・

油温上昇の原因になります。作業前、作業後には

必ず点検、清掃してください。

また、作業条件によっては作業中にも点検してく

ださい。

フロントスクリーンの取っ手を持ち、手前に引

いてから上方に引き抜いてください。

刈芝などのゴミをラジエータ・オイルクーラ類

の表面から取り除いてください。尚、ラジエー

タ下部にたまった刈芝などはゴムカバーを押し

開けることで下へ落とすことが出来ます。

ボンネットキャッチ 

ゴムカバー 

取っ手 

フロントスクリーン 

フューエルクーラ 

オイルクーラ 
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７７章章 作作業業後後のの手手入入れれののししかかたた

４４ 長長時時間間使使用用ししなないい場場合合のの手手入入れれ

●●格格納納すするる場場合合はは、、ババッッテテリリをを取取りり外外しし、、キキーーをを

抜抜きき取取りり保保管管ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、事事故故

ををおおここししたたりりすするるおおそそれれががあありりまますす。。

車輌を長期間（一ヶ月以上）使用しない場合は、

次の要領で整備し格納してください。

乾燥した風通しの良い所で作業機を降ろし

た状態にして、下には板を敷いてください。

外部の錆びやすい部分に防錆油、またはエンジ

ンオイル・グリスを塗ってください。

燃料タンクに燃料を満タンにしてください。空

にしておきますと水滴ができ、サビの原因にな

ります。燃料コックは［ ］（閉じの状態）に

してください。

バッテリを完全に充電し、なるべく本機から取

り外して、風通しの良い冷暗所に保管してくだ

さい。また車輌に取り付けたまま保管するとき

は、必ずアース側（－側）を取り外してくださ

い。

冷却水を抜き取ってください。

キーを抜き取り、車輌以外の場所に保管してく

ださい。

取取りり扱扱いいのの注注意意

●●ババッッテテリリはは使使わわななくくててもも自自然然放放電電ししまますす。。 カカ月月

にに一一度度はは充充電電器器でで完完全全充充電電ししててくくだだささいい。。

  警警告告



  

章章 モモアアのの取取りり扱扱いい

モモアアのの取取りり外外ししののししかかたた

●●モモアアのの取取りり付付けけ、、取取りり外外ししはは平平坦坦でで安安定定ししたた場場

所所でで行行ななっっててくくだだささいい。。夜夜間間はは適適切切なな照照明明ををしし

ててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、事事故故をを引引ききおおここすすおお

そそれれががあありりまますす。。

●●本本機機をを移移動動ししててモモアアをを着着脱脱すするるととききはは、、本本機機のの

周周辺辺やや作作業業機機のの間間にに人人がが入入ららなないいよよううににししてて

くくだだささいい。。守守ららなないいとと、、傷傷害害事事故故をを引引ききおおここすす

おおそそれれががあありりまますす。。

モアユニットを下降させてください。

ギヤモーターを固定しているボルトをゆるめ

てギヤモーターを反時計回りに回して外して

ください。

ローリングアーム部の 形ピンを抜いてくだ

さい。（Ｓ仕様のみ）

ドローアーム上部の固定ボルトを取り外し、

ローリングアームを持ち上げてモアユニット

を取り外してください。

  
●●  モモアアのの取取りり付付けけはは前前述述のの逆逆のの順順番番でで行行ななっってて

くくだだささいい。。

取取扱扱いいのの注注意意

●●  ギギヤヤモモーータターーのの取取りり付付けけはは、、回回転転刃刃のの動動ききがが

重重くくななららなないいよよううににししててくくだだささいい。。  

  
警警告告

Ｓ仕様

Ｗ仕様

切切れれ味味のの調調整整

●●  本本機機はは出出荷荷時時にに輸輸送送ななどどににおおけけるる回回転転刃刃にに

よよるる事事故故をを防防止止すするるたためめ、、回回転転刃刃とと下下刃刃のの

間間隔隔をを広広くくししててあありりまますすののでで、、芝芝刈刈作作業業前前

にに間間隔隔をを調調整整すするる必必要要ががあありりまますす。。

●●  使使用用中中にに切切れれ味味がが悪悪くくななっったた場場合合はは回回転転刃刃

をを研研磨磨しし直直しし、、回回転転刃刃とと下下刃刃のの間間隔隔をを調調整整

すするる必必要要ががあありりまますす。。  
  
  
  
●●  調調整整をを行行ななううととききはは、、必必ずずエエンンジジンンをを停停止止

ささせせ、、刈刈刃刃のの回回転転がが止止ままっっててかからら行行ななっってて

くくだだささいい。。

●●  回回転転刃刃のの回回転転はは必必ずず刃刃合合わわせせ金金具具をを使使用用しし

ててくくだだささいい。。

●●  回回転転刃刃にに手手でで直直接接触触れれなないいででくくだだささいい。。

  
  
  

  危危険険

固定ボルト 

固定ボルト 

Ｌ形ピン 
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章章 モモアアのの取取りり扱扱いい

回転刃の中央・左右の３ヶ所について、短冊

型に裂いた新聞紙を回転刃と下刃の間にはさ

み、刃合わせ金具で回転刃を下刃の方向に回

し、切れ味をテストしてください。

●●  間間隔隔がが広広すすぎぎるる場場合合はは次次項項のの手手順順でで調調整整しし

ててくくだだささいい。。  

スパナで調節ナット（右・左）を時計方向に

回し、回転刃と下刃の間隔をせまくしてくだ

さい。

●●回回転転刃刃とと下下刃刃のの間間隔隔はは調調節節ナナッットトをを時時計計方方向向

にに回回転転ささせせるるととせせばばままりり、、反反時時計計方方向向にに回回転転

ささせせるるとと広広ががりりまますす。。  

  
  

回転刃の中央、左右の３ヶ所について、短冊

型に裂いた新聞紙で切れ味をテストし、新聞

紙がよく切れるまで調整を繰り返してく

ださい。

●●全全ててののブブレレーードドでで新新聞聞紙紙ががどどのの位位置置ででもも同同じじ

よよううにに切切れれるるよよううににななりり、、回回転転にに異異常常ががなないい

ここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。  
●●調調整整ししててもも切切れれ味味がが向向上上ししなないいととききははララッッピピ

ンンググ（（研研磨磨））ししててくくだだささいい。。（（ ララッッピピンン

ググ（（研研磨磨））にによよるる切切れれ味味調調整整参参照照））

  
  

３３．．４４番番・・５５番番モモアアののメメンンテテナナンンスス姿姿勢勢ににつついいてて

●●  ４４番番、、５５番番モモアアののメメンンテテナナンンスス時時にに下下記記のの

姿姿勢勢ににすするるここととががででききまますす。。

後ローラブラケット及び排出カバー位置の

変更時の姿勢

ＳＳ５５／／ＳＳ７７／／ＳＳ９９／／ＳＳ１１１１

・地面が平坦で安定した場所でリールを下降してく

ださい。 
・ローリングアーム部の 形ピンを抜いてくださ

い。 
・リールユニットの後ローラ部が正面になる様に、

回転させてください。

ＷＷ５５／／ＷＷ７７／／ＷＷ９９

・固定ピンを抜き、リールユニットを外側に引き出

します。

  

固定ピン 



  

章章 モモアアのの取取りり扱扱いい

ラッピング時の姿勢

ＳＳ５５／／ＳＳ７７／／ＳＳ９９／／ＳＳ１１１１  

 
 
ＷＷ５５／／ＷＷ７７／／ＷＷ９９  

 

 
ユニットを横に引き出したら、(1)で外した固定

ピンを写真の位置差し込みます。ユニット上昇

時の戻り防止のため必ず固定ピンを差し込んで

ください。 

  

刈り高さ調整時の姿勢

ＳＳ５５／／ＳＳ７７／／ＳＳ９９／／ＳＳ１１１１  

  
横に向けたユニットの前ローラをもって引き揚

げます。 
  

ＷＷ５５／／ＷＷ７７／／ＷＷ９９  

 
ユニットを横に引き出した状態で上昇させます。 
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刈高ゲージのネジの蝶ナットをゆるめ、ネジ

頭の底部とゲージの間（ネジの首下）を物差

しで測り、刈高と同じ寸法になるように調整

し、蝶ナットを締めてネジを固定してくださ

い。

  
●●  ここのの寸寸法法がが芝芝生生のの刈刈高高ににななりりまますす。。

 
  

４４．．刈刈りり高高ささのの調調整整  
  
●●  刈刈高高のの調調整整はは回回転転刃刃とと下下刃刃のの刃刃合合わわせせををしし

ててかからら行行ななっっててくくだだささいい。。  
●●  刈刈高高のの調調整整はは１１かか所所だだけけででななくく５５ヶヶ所所ののモモ

アアユユニニッットトすすべべててをを行行ななっっててくくだだささいい。。  
●●  芝芝生生をを必必要要なな高高ささにに刈刈りりそそろろええるるににはは、、前前

ロローーララとと後後ロローーララのの高高ささをを調調整整ししてて行行なないい

まますす。。

１ モアを上昇させエンジンを停止してくださ

い。

４番、５番ユニットはメンテナンス姿勢に

してください。

後ローラブラケットを希望の刈高範囲にな

るように締め付けてください。

刈刈高高範範囲囲にによよるる後後ロローーララブブララケケッットト締締付付位位置置

ＳＳ７７／／ＳＳ９９／／ＳＳ１１１１／／ＷＷ７７／／ＷＷ９９

 
 
ＳＳ５５／／ＷＷ５５  

 
 



  

章章 モモアアのの取取りり扱扱いい

  
  

  
  

前ローラブラケットを固定しているナット

をゆるめてください。

前ローラの地表に接触する部分と後ローラ

に刈高ゲージを当てゲージ中央部のネジの

首下が下刃上面と一致するように調節ボル

トで調整してください。

この調整を左右で同じように行ないます。

固定ナットを締め付け前ローラブラケット

を確実に固定してください。
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５５．．ララッッピピンンググ（（研研磨磨））にによよるる切切れれ味味のの調調整整  
 
 
●●回回転転刃刃のの回回転転はは必必ずず刃刃合合わわせせ金金具具をを使使用用ししてて

くくだだささいい。。  
●●研研磨磨剤剤はは、、必必ずずブブララシシでで回回転転刃刃にに塗塗布布ししててくくだだ

ささいい。。

切替バルブのレバーを５ヶ所停止側にしてく

ださい。

短冊型に裂いた新聞紙を回転刃と下刃の間に

はさみ、刃合わせ金具でリール刃を反時計方

向に回して切り、切れ味をテストして切れ味

のよいところにチョークなどで印をつけてく

ださい。

  
●●切切れれ味味のの確確認認ののたためめににブブレレーードド１１枚枚、、１１枚枚ににつつ

いいてて、、回回転転刃刃のの全全巾巾ににわわたたっっててここののテテスストトをを

行行なないいまますす。。  
  

モアを下降させ４番、５番ユニットをラッピ

ング姿勢にしてください。（ ４番、５番

のメンテナンス姿勢参照）

ブラシに研磨剤をつけ、上記（ ）項で印をつ

けたところの回転刃の上面に均一に塗布して

ください。

  
●●切切れれるる部部分分ににココンンパパウウンンドドのの塗塗布布ををすするるののはは、、

切切れれるる部部分分がが高高くく、、切切れれなないい部部分分がが減減っっててしし

ままっってて低低くくななっってていいるるたためめでで、、高高いい部部分分のの刃刃

をを磨磨りり落落ととしし、、下下刃刃にに対対ししてて回回転転刃刃のの高高ささをを

均均一一すするるたためめでですす。。（（切切れれ味味のの悪悪いい箇箇所所ににはは絶絶

対対にに研研磨磨剤剤をを塗塗ららなないいででくくだだささいい。。））  
●●研研磨磨剤剤ははララッッピピンンググココンンパパウウンンドド（（＃＃ ～～

＃＃ ））ととオオイイルル（（ままたたはは中中性性洗洗剤剤））をを ：：

～～ のの割割合合でで混混合合ししたたももののをを使使用用ししててくくだだ

ささいい。。

  
エンジンを始動して、ラッピングボタンを押

して点灯してください。

  
  
  
  
  
  
  
  

  警警告告



  

章章 モモアアのの取取りり扱扱いい

  

  

  
  

切替バルブのレバーを回転側に徐々に動かし

てください。回転刃が逆回転を始めます。そ

のままレバーで必要な回転数に調整してくだ

さい。

しばらく研磨して接触音がしなくなったら切

替バルブを停止側にして回転を止めエンジン

を停止します。

段階的に研磨剤を塗る箇所をきれなかった

（（ ）で印をつけなかった）箇所に広げて研

磨作業を繰り返します。

均一に回転刃を研磨したらエンジンを停止し

て、研磨剤を回転刃に均一に塗布して約１分

間仕上げ研磨をしてください。

仕上げ研磨が終了したら回転刃と下刃を水

でよく洗い流し研磨剤を取り除いてくださ

い。

切れ味をテストしながら調整してください。

（ 切れ味調整参照）

切替バルブのレバーを回転側にしてくださ

い。

 

ラッピングスイッチ 
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７７．．モモアアスステテアアリリンンググ機機構構のの固固定定  
 
●●各各モモアアににはは、、作作業業中中本本機機のの旋旋回回時時にに芝芝へへののダダメメ

ーージジをを軽軽減減ささせせるるたためめにに、、スステテアアリリンンググ角角度度をを

設設けけてていいまますす。。作作業業中中条条件件にによよりり、、スステテアアリリンン

ググ角角度度をを固固定定すするるここととががででききまますす。。

 
ＳＳ仕仕様様  

 
 

平坦な地面にモアユニットを下降させて、 形

ピンを抜き取ります。

上の穴に 形ピンを差し込んでください。入れ

にくい場合モアユニットのステアリング角度を

動かして入れてください。

 
ＷＷ仕仕様様  

 
平坦な地面にモアユニットを下降させて、モア

ステアリング角度調整ボルトを緩めます。

ボルトの頭をモア吊り上げフレームに当てて固

定します。

 

６６．．ダダウウンンププレレシシャャススププリリンンググ  
 
●●各各モモアアににはは、、ダダウウンンププレレッッシシャャススププリリンンググがが付付

いいてていいまますす。。ススププリリンンググははモモアアとと地地面面ととをを常常

にに接接触触ささせせてて刈刈りり込込みみ品品質質をを向向上上ししまますす。。刈刈

高高ささをを変変ええたたとときき、、ままたたはは刈刈りり込込みみ品品質質をを最最

適適化化すするるたためめ、、ススププリリンンググをを点点検検・・調調整整ししてて

くくだだささいい。。

 

 
 

各ユニットの刈高さを調整後平坦な地面にモ

アユニットを下降させて、スプリングの寸法

を測定します。

の寸法が ｍｍ± ｍｍになるように の

ナットをゆるめて調整してください。ダウン

プレッシャの荷重量が５連全て一定になりま

す。

の寸法が ｍｍ± ｍｍになるように の

ナットで調整してください。アンジュレーシ

ョンの対応角度が一定になります。

 

角度調整ボルト 



  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

●●点点検検・・整整備備はは、、交交通通のの危危険険ががななくく車車輌輌がが倒倒れれたた

りり動動いいたたりりいいなないい平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで、、駐駐車車

ブブレレーーキキをを掛掛けけ、、車車止止めめををししててかからら行行ななっっててくく

だだささいい。。守守ららなないいとと、、転転倒倒ななどどのの事事故故ををおおここすす

おおそそれれががあありりまますす。。

●●半半年年毎毎にに定定期期点点検検・・整整備備をを受受けけ、、各各部部のの保保守守をを

ししててくくだだささいい。。特特にに燃燃料料パパイイププ、、パパワワーースステテアア

リリンンググホホーーススはは２２年年毎毎にに交交換換ししててくくだだささいい。。守守

ららなないいとと整整備備不不良良にによよるる事事故故やや機機械械のの故故障障をを

ままねねくくおおそそれれががあありりまますす。。

●●点点検検・・整整備備・・修修理理ををすするるととききはは、、必必ずずエエンンジジンン

をを停停止止ししててくくだだささいい。。

●●点点検検・・整整備備ななどどでで取取りり外外ししたたカカババーー類類はは、、

必必ずず取取りり付付けけててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、機機械械にに

巻巻きき込込ままれれてて傷傷害害事事故故ををおおここすすおおそそれれががあありり

まますす。。

点検・整備を毎日行なうことにより、機械の性

能が十分発揮され、安全で快適な作業が行なえま

す。機械の整備不良による事故などを未然に防

止するために、半年毎に販売店で定期点検・整

備を受け、各部の安全を確保してください。

特に燃料パイプ・パワーステアリングホース・

ラジエータホースなどの、ゴム類や電気配線は

２年毎に交換するようにして、常に機械を最良

の状態で安心して作業が行なえるようにしてく

ださい。

  警警告告

  注注意意
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定定期期点点検検一一覧覧表表

本本機機 ○○ 点点検検 ●● 交交換換

アワメータ表示時間

実施項目

参 照

ページ
時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

エンジンオイル
始業時から５時間毎に点検

● ● ● ● ● ●

オイルエレメント ● ● ●

油圧タンクオイル ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

サクションストレーナ ● ●

オイルフィルタリターン ● ●

ミッションケースオイル ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

オイルフィルタサクション ● ●

オイルフィルタ（ ） ● ●

リヤアクスルオイル ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

エアクリーナエレメント 始業時か 時間毎に点検、 時間毎に掃除

アウターフィルタの交換 ６回清掃後か、１年に 回のどちらか早い方

インナーフィルタの交換 アウターフィルタの３回に 回か、 時間毎のどちらか早い方

冷却ファンベルト ○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整

メイン燃料フィルタ
２５０時間毎に水抜き

〇 ●

プレ燃料フィルタ
時間毎にフィルタ内の燃料排出、 時間毎に掃除

〇 〇 〇 〇 ● 〇

燃料パイプ ２年毎に交換

燃料タンクの水抜き・洗浄 １０００時間毎または１年毎のいずれか早い方で実施

オイルミストセパレータの

フィルタエレメント
１５００時間毎又は、１年毎のどちらか早い方で交換

ＥＧＲ回路部品 ３０００時間毎に清掃

電気配線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリ液 時間毎に点検

グリスアップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラジエータ冷却水 始業時か 時間毎に点検 １年毎に交換

ラジエータホース ２年毎に交換

ラジエータ・オイルクー

ラ・フューエルクーラ
始業時か 時間毎に掃除

回転刃・下刃 始業時毎に点検

タイヤ空気圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タイヤホイール締付トルク ○ ○ ○



  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

２２．．オオイイルル・・ググリリスス・・不不凍凍液液ににつついいてて

燃 料 ウルトラローサルファー軽油（外気温 ℃以下：特 号軽油）

エンジンオイル （外気温 ℃以下： ）

油圧オイル シバウラ オイル

ミッションオイル シバウラ オイル

リヤアクスルオイル シバウラ オイル

冷却水
不凍液、キャストロール

出荷時は、不凍液混合比率は外気温度－ ℃としてあります。

グリス 万能グリス

．．給給油油・・給給水水一一覧覧表表
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４４．．燃燃料料のの点点検検・・給給油油ののししかかたた

●●燃燃料料補補給給はは、、くくわわええ煙煙草草やや裸裸火火照照明明はは絶絶対対

ににししなないいででくくだだささいい。。

●●燃燃料料をを補補給給ししたたととききはは、、燃燃料料キキャャッッププをを確確実実にに

締締めめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははききれれいいにに拭拭きき取取っっててくくだだ

ささいい。。

●●エエンンジジンン回回転転中中ややエエンンジジンンがが熱熱いい間間はは、、絶絶対対にに

給給油油ししなないいででくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、火火災災をを起起

ここすすおおそそれれががあありりまますす。。

燃料計で残量を点検して、少ないようでした

ら本機左側の燃料キャップを外し、給油口よ

り補給してください。

〔〔取取りり扱扱いいのの注注意意〕〕

●タンク内の燃料が少ないと、斜面走行時に燃料

切れをおこす可能性があります。早めに給油し

てください。

●外気温が－１０℃以下のとき、燃料は特３号軽

油を使用してください。燃料がシャーベット状

となり流れなくなることがあります。

●ガス欠をおこさないように注意してください。

ガス欠をおこすと燃料が黒色（炭化）になり、

そのまま放置すると出力低下の原因になりま

す。万が一ガス欠をおこした際には燃料タンク

に残った燃料を全て抜き取り、フィルタ洗浄ま

たは交換してから燃料を給油してください。

．．各各部部ののオオイイルルのの点点検検・・交交換換ののししかかたた

●●エエンンジジンン回回転転中中ややエエンンジジンンがが熱熱いいととききはは、、絶絶対対にに

注注油油ししなないいででくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、火火災災やや火火傷傷

ををおおここすすおおそそれれががあありりまますす。。

●●エエンンジジンン停停止止直直後後ののオオイイルル交交換換ははししなないいででくくだだ

ささいい。。守守ららなないいとと火火災災ややヤヤケケドドををおおここすすおおそそれれがが

あありりまますす。。

①① エエンンジジンンオオイイルル

点点検検

検油ゲージを抜いて先端をきれいに拭いてから

差込み、再び抜いてゲージの上限と下限の間にオ

イルがあるか調べます。不足しているときは、給

油口より検油ゲージ規定量まで入れてください。

  危危険険   危危険険

  危危険険

オイルゲージ 

給給油油口口  



  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

〔〔取取りり扱扱いいのの注注意意〕〕

●オイルの量は、エンジン始動前か冷えていると

きに調べてください。

●オイルの量を点検するときは水平な所に止め

水平な状態で点検してください。

●交換した排油は絶対に川や下水道に流したり

せずに、専門業者に引き取ってもらうなどの適

切な方法で処分してください。

交交換換

エンジン下部のドレンプラグより排出してく

ださい。完全にオイルが排出されたらドレンプ

ラグを締め、新しいオイルを給油口から入れて

ください。

エンジンオイル交換は、最初は 時間、 回

目以降は 時間毎、または 年毎のいずれ

か早い方にて交換してください。

●エンジンオイルは必ずシバウラ指定のオイル

をお使いください。シバウラ指定オイルは［デ

ィーゼルエンジン油 ］相当のもの

をお使いください。守らないとエンジン故障の

要因になります。

②②油油圧圧オオイイルル（（作作業業機機回回転転用用））

オイルは 時間毎に交換してください。

 
点点検検

作業機を下降させて油圧タンク（右側）のレベル

ゲージの油面確認し、中心より下にある場合は給

油口より規定量（レベルゲージの１ ２～２ ３）

まで入れてください。

給給油油口口のの外外しし方方

ブリ－ザを反時計方向に回すとブリ－ザは外れ

ます。給油後、ブリ－ザを締め込んでください。

  注注意意



99

  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

交交換換

油圧オイルタンク下部のドレンプラグより排

出してください。オイルを抜くときは、オイル

が暖かいうちに抜くときれいに抜けます。（熱

いオイルに注意してください。）

完全にオイルが排出されたらドレンプラグを

締め、新しいオイルを給油口から入れてくださ

い。

③③ミミッッシショョンンオオイイルル（（ オオイイルル））

フロントミッションオイルは、最初は 時間、

２回目以降は 時間毎に交換してください。

点点検検

給油口とレベルゲージはシートの下にあります。

オイルの点検・交換はシートを前に倒して行なっ

てください。

検油ゲージを抜いて、先端をきれいにふいて差し

込み、再び抜き、ゲージの上限と下限の間にオイ

ルがあるか調べます。不足しているときは給油口

より検油ゲージ規定量まで入れてください。

Ａ：下限 Ｂ：上限

交交換換

ミッションケース下部のドレンプラグより排出

してください。オイルを抜くときは、ミッション

が暖かいうちに抜くときれいに抜けます。（熱い

オイルに注意してください。）

完全にオイルが排出されたらドレンプラグを締

め、新しいオイルを給油口から入れてください。

ドレンプラグ 



  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

④④リリヤヤアアククススルルオオイイルル

リヤアクスルオイルは 時間毎に交換し

てください。

交交換換

リヤアクスル左上部の給油口の栓を外してゲ

ージの先端をきれいに拭き、ねじ込まない状

態で差し込み、再び抜いてゲージの上限と下

限の間にオイルがあるか調べます。不足して

いるときは、給油口よりゲージの規定量まで

入れてください。

各各部部エエレレメメンントトのの交交換換ののししかかたた

①①エエンンジジンンオオイイルルエエレレメメンントト

エレメントはカートリッジタイプになっていま

す。最初は 時間、２回目以降は 時間毎

に交換してください。

交交換換

エンジンオイルを抜き取ったあと、カートリ

ッジをフィルタレンチで左側に回して外しま

す。

新しいカートリッジの底面にあるゴムリング

にオイルを薄くぬり、手で確実に取り付けてく

ださい。

エンジンオイルを交換後、エンジンを始動し

て油圧パイロットランプが消えるまで回して

ください。

油圧パイロットランプが消えたらエンジンを

停止して、もう一度検油ゲージでオイル量の点

検をし、不足していれば補給します。

オイルゲージ 

給油口 

ドレン 

ドレン 

エンジンオイルエレメント 
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②②ミミッッシショョンンケケーーススオオイイルルフフィィルルタタ

オイルフィルタはカートリッジタイプになって

います。最初は 時間、２回目以降は

時間毎に交換してください。

交交換換

ミッションケースのオイルを抜き取ったあ

と、カートリッジフィルタを反時計回りに回

して外します。

新しいカートリッジフィルタの底面にあるゴ

ムリングにオイルを薄くぬり、手で確実に取

り付けてください。

オイルを交換後、エンジンをアイドリングに

てレベルゲージの油面を点検し、不足してい

る場合は補給してください。

③③油油圧圧オオイイルルフフィィルルタタ（（ＨＨＳＳＴＴ））

オイルフィルタはカートリッジタイプになって

います｡ 最初は 時間､ ２回目以降は

時間毎に交換してください｡

交交換換

ミッションケースのオイルを抜き取ったあ

と､カートリッジフィルタ反時計回りに回し

て外します｡

新しいカートリッジフィルタの底面にあるゴ

ムリングにオイルを薄くぬり､ 手で確実に取

付けてください｡

  
  

ミッションオイル交換後､ エンジンをアイドリ

ングにして､ レベルゲージの油面を点検し､不

足している場合は補給してください｡

④④油油圧圧タタンンククオオイイルルフフィィルルタタ（（リリーールルモモーータタ用用））

オイルフィルタはカートリッジタイプになって

います。 時間毎に交換してください。

交交換換

油圧タンクのオイルを抜き取ったあと、カート

リッジフィルタをフィルタレンチで反時計方向

に回して外します。

新しいカートリッジフィルタの底面にあるゴム

リングにオイルを薄くぬり、手で確実に取り付

けてください。

油圧オイルを交換後、エンジンをアイドリング

にてレベルゲージの油面を点検し、不足してい

る場合は補給してください。

⑤⑤ササククシショョンンスストトレレーーナナーー

サクションストレーナーの交換は、ＨＳＴオイル

の交換時に一緒に行ってください。

オイルタンク上部のふたを外しオイルタンク内

のサクションストレーナを外してください。

ミッションケースオイルフィルタ 

油圧オイルフィルタ（ＨＳＴ） 
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〈〈フフィィルルタタエエレレメメンントトのの交交換換方方法法〉〉

燃料コックを［ＯＦＦ］（閉）位置にします。

フィルタエレメントを取外します。

注意：フィルタエレメントを洗浄して再利用す

ることはできません。必ず新品に交換して

ください。

新しいフィルタエレメントを取付けます。手に

よってガスケットが接触してから３／４回転締

付けます。

注意：工具を使用しないでください。

燃料コックを［ＯＮ］（開）位置にします。

エア抜きボルトを利用し 、エア抜きをする 。

⑥⑥ ププレレ燃燃料料フフィィルルタタ

燃料フィルタは 時間毎に洗浄、 時間

毎に交換してください。

清清掃掃・・交交換換

燃料コックを［ ］（閉）位置にします。

フィルタカップを外し、フィルタカップ内の

水、ゴミを取り除きます。

フィルタの洗浄が終わったら元通りに取付け

燃料コックを［ ］（開）位置にします。

この機械には燃料の自動エア抜き機能がついて

いるので、エア抜きの操作は必要ありません。

⑦⑦メメイインン燃燃料料フフィィルルタタ

メイン燃料フィルタの水抜きは 時間毎、

交換は 時間毎、または１年毎のいずれか

早い方にて行ってください。

〈〈水水抜抜ききののししかかたた〉〉

燃料コックを［ＯＦＦ］（閉）位置にし、メイ

ン燃料フィルタ下部のドレーンコックからセ

ジメンタの水および燃料を抜きます。

水抜きが終わったらドレーンコックを閉め、

燃料コックを［ＯＮ］（開）位置にします。  
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７７．．冷冷却却水水のの交交換換ののししかかたた

●●ララジジエエーータタキキャャッッププはは、、エエンンジジンン運運転転中中やや停停止止

直直後後はは開開けけなないいででくくだだささいい。。エエンンジジンンをを停停止止しし

ててエエンンジジンンがが冷冷ええててかからら開開けけててくくだだささいい｡｡守守らら

なないいとと熱熱湯湯がが吹吹きき出出しし、、火火傷傷をを負負ううおおそそれれががああ

りりまますす。。

点点検検

ボンネットを開け、リザーブタンク内の不凍液

が［上限］から［下限］の範囲にあるか調べて

ください。不足しているときは、リザーブタン

クの給水口より不凍液を補給してください。

交交換換

ラジエータキャップを外し、ドレンプラグを

ゆるめてラジエータ内の水を全て抜いてく

ださい。

エンジン右側のドレンコックをゆるめてエ

ンジン内の水を抜いてください。

水道水で、ゴミや錆びが出なくなるまでラジエ

ータ内部を洗います。

※ラジエータ洗浄剤を混入した水を入れ、

分以上エンジンを運転させてから水を抜き取

ると、ラジエータ内はいっそうきれいになり

ます。

ドレンプラグ（平頭ピン）を締め、不凍液を必

要量入れてから清水をあふれるまで入れてくだ

さい。

ラジエータキャップを取り付け、エンジンを始

動して、不凍液と清水をよく混合します。

＜＜不不凍凍液液のの取取りり扱扱いいににつついいてて＞＞

不凍液は、水の凍結温度を下げる効果を持ってい

ます。なお、不凍液の混合比によっては凍結温度

が異なりますので、厳寒地帯などにおいては下表

を参考の上、安全濃度で使用してください。

なお工場出荷時の不凍液混合比は、外気温度

℃としてあります。

不不凍凍液液混混合合比比率率

比

率

外気温度 ℃

水（ ）

不凍液

〔〔取取りり扱扱いいのの注注意意〕〕

●新しい冷却水と交換するときは、必ず防錆液を

入れて 分間エンジンを運転し、防錆液の混合を

早めてください。

●混合比はメーカーによって多少異なりますので、

メーカーの取扱い説明書の指示に従ってくださ

い。

●冷却水が自然に不足した場合は清水だけ入れて

ください。（セミパーマネントタイプを使用してい

るときは、比重を測定して確認してください。）

●不凍液の有効期限は１年です。毎年新しい不凍液

と交換してください。

  危危険険
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．．エエアアククリリーーナナエエレレメメンントトのの掃掃除除・・

交交換換ののししかかたた

エアクリーナは吸入された空気に含まれてい

る砂塵を取り、シリンダ、ピストンリングの摩

耗を防ぎエンジンをいつも快調にする装置で

す。

このエアクリーナはアウターとインナーの２

重構造のエレメントを使用しています。

アウターエレメントは 時間毎に清掃、６

回掃除の後には交換してください。ホコリの多

い所で作業するときは、もう少し短い間隔で掃

除してください。規定時間になっていなくても

１年間でエレメントを交換してください。

インナーエレメントは、アウターエレメントの

交換が３回毎か、 時間毎のどちらか早い

方で交換してください。

エエアアククリリーーナナエエレレメメンントトのの掃掃除除ののししかかたた

ボンネットを開けてください。

クリップを外しダストカップを取り外して、

中のエレメントの内側から空気を吹き付ける

か振動を与えて塵を落とします。フィンに傷

を付けないように気をつけてください。

９９．．ババッッテテリリのの点点検検ののししかかたた

  
  
  
●●  ババッッテテリリのの点点検検時時、、充充電電時時はは火火気気厳厳禁禁でですす。。守守

ららなないいとと、、引引火火しし爆爆発発ししててヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれ

ががあありりまますす。。  
●●  ババッッテテリリ液液をを身身体体やや服服ににつつけけなないいよよううににししててくく

だだささいい。。付付着着ししたたととききはは、、すすぐぐにに水水でで洗洗いい流流しし

ててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、服服がが破破れれたたりり、、ヤヤケケ

ドドをを負負ううおおそそれれががあありりまますす。。

  
  
●●ババッッテテリリのの取取りり付付けけはは、、（（＋＋））側側をを先先にに取取りり付付けけ

ててくくだだささいい。。取取りり外外すすととききはは、、（（－－））側側かからら取取りり

外外ししててくくだだささいい。。守守ららなないいととシショョーートトししててヤヤケケ

ドドをを負負ううおおそそれれががあありりまますす。。

バッテリカバーの点検口から、バッテリの上限と

下限のラインの間に液があるか調べます。不足し

ている槽があれば蒸留水を上限のラインまで補

給してください。

取取扱扱いいのの注注意意

●●  ババッッテテリリ各各槽槽にに液液をを入入れれすすぎぎるるとと、、充充電電時時ににババ

ッッテテリリ液液がが吹吹きき出出しし、、金金属属部部をを腐腐食食ささせせまますす。。  
●●  急急速速充充電電はは避避けけててくくだだささいい。。  
●●  ババッッテテリリをを交交換換すするるととききはは、、必必ずず取取扱扱いい説説明明書書

のの指指定定ししたた容容量量ののババッッテテリリをを使使用用ししててくくだだささ

いい。。  
●●  環環境境保保全全とと資資源源ののリリササイイククルルののたためめ、、交交換換ししたた

古古いいババッッテテリリはは、、放放置置ししたたりり・・捨捨ててたたりりししなないい

ででくくだだささいい。。必必ずず、、ババッッテテリリをを購購入入ししたた販販売売店店

にに渡渡ししててくくだだささいい。。資資源源ととししててリリササイイククルルさされれ

まますす。。

  危危険険

  注注意意



99

  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

バッテリ上面のインジケータの色を見て、メンテ

ナンスを行ってください。

寒冷地など気温が低い地域で使用するとき、エ

ンジンの始動がしにくくなったとき、あるいは

自然放電によりセル始動が出来ないときは、下

記要領にて補充電を行ってください。

（１）車両からバッテリを取り外してください。

（２）バッテリの ＋ 側を充電器の ＋ 側に接続

し、バッテリの － 側を充電器の － 側に接

続してください。

（３）３アンペア程度で、 〜 時間ほど充電

してください。ハイドロメータの色が「青」

になっていることを確認できれば完了で

す。

（４）車両にバッテリを取り付けてください。

．．オオイイルルミミスストトセセパパレレーータタののフフィィルルタタ

エエレレメメンントト交交換換とと点点検検ににつついいてて

オイルミストセパレータのフィルタエレメ

ントは 時間毎、または１年毎の早い

方にて交換してください。

〈交換のしかた〉

①エンジンから取外し、ボディ及びケースを十分

に清掃する。

②ホースを取り外す。

③ケースを取り外す。

④フィルタエレメントを交換する。

※キャップは取り外さないでください。

．．ＥＥＧＧＲＲ回回路路部部品品のの清清掃掃とと点点検検ににつついいてて

時間毎にエラーコード（故障コード）

で通知し、その後 時間経過で出力制限が

かかります。

清掃完了後にサービスツールで メンテ

ナンス時間の初期化を行います。

通知が発生した場合は、お買い上げいただいた

販売店、または弊社営業所にお問い合わせくだ

さい。

．．パパイイププ類類のの点点検検ににつついいてて

●●燃燃料料パパイイププ、、ララジジエエーータタホホーースス、、パパワワーースステテアア

リリンンググホホーーススななどどがが傷傷んんでで燃燃料料漏漏れれやや油油漏漏れれ、、

水水漏漏れれががなないいかか、、ままたた締締付付ババンンドドががゆゆるるんんででいい

なないいかか調調べべててくくだだささいい。。傷傷んんででいいななくくててもも２２年年

毎毎にに交交換換ししててくくだだささいい。。

．．電電気気配配線線のの点点検検ににつついいてて

●●配配線線ココーードドがが他他のの部部品品にに接接触触ししてていいなないいかか、、被被覆覆

ははががれれやや接接触触部部ののゆゆるるみみががなないいかかをを毎毎日日作作業業前前

にに点点検検ししててくくだだささいい。。

●●ババッッテテリリやや配配線線にに付付着着ししてていいるる草草ややゴゴミミはは、、

作作業業前前、、作作業業後後ににききれれいいにに取取りり除除いいててくくだだささいい。。

守守ららなないいとと、、シショョーートトししてて火火災災ををおおここすすおおそそれれがが

あありりまますす。。

  危危険険

  警警告告



  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

．．ググリリススアアッッププ（（注注入入））ににつついいてて

グリスアップは 時間毎に点検していただき

ますが、作業に入る前に各箇所のグリスの点検

を行ない、必要ならばグリスアップしてくださ

い。

  

  

  

  
  

ブレーキ部 

ブレーキレバー支点部 

リヤアクスルピボット部 
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．．フファァンンベベルルトトのの点点検検・・調調整整ににつついいてて

●●必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししててくくだだささいい。。

●●エエンンジジンンがが十十分分にに冷冷ええたた状状態態でで行行ななっっててくくだだ

ささいい。。守守ららなないいととヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれががあありりまま

すす。。

ボンネットを開け、ファンベルトの中間部を約

１００Ｎ １０ｋｇｆ の力で押して、ベルトの

撓みが１０～１５ｍｍあるか、ベルトの破損・

損傷していないか調べてください。

たわみが適正でないときはオルタネータ締付

ボルトをゆるめ、オルタネータを移動させて張

りを調節します。また、オルタネータをいっぱ

い動かしてもベルトがスリップするようでし

たら新しいベルトと交換してください。

．．ララジジエエーータタ・・オオイイルルククーーララ・・

フフュューーエエルルククーーララのの掃掃除除ににつついいてて

●●内内部部ににゴゴミミやや草草ななどどががたたままっってていいたたりり、、巻巻きき付付

いいてていいたたらら取取りり除除いいててくくだだささいい。。特特にに ベベルルトト

周周りりややエエンンジジンン周周りりにに堆堆積積ししたた芝芝草草ななどどはは、、速速

ややかかにに取取りり除除いいててくくだだささいい。。守守ららなないいとと火火災災をを

起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。

 

 

 

  
  
  
  
  

フロントスクリーンを手前に引いてから上

方に引き抜いてください。

刈カスなどのゴミを落としてください。ラジ

エータ・オイルクーラ・フューエルクーラに

付着したゴミはフィンを傷めないように掃

除してください。

ラジエータ下部にたまった芝カスなどは、ゴ

ムカバーを押し下げて排出してください。

ラジエータに芝草などが付着していると、オー

バーヒートの原因になります。作業前、作業後

には必ず点検・清掃してください。作業条件に

よっては作業中にも点検してください。また作

業中フロントスクリーンに芝カス等が付着して

いたら機械を停止させ除去してください。オー

バーヒートの原因となります。

  注注意意

  

  注注意意



  

章章 定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた

．．ヒヒュューーズズ・・ススロローーブブロローーヒヒュューーズズのの点点検検・・

交交換換ににつついいてて

ヒューズおよびスローブローヒューズは、必ず

規定容量（アンペア）のものを使用してくださ

い。守らないと、火災につながるおそれがあり

ます。

＜＜点点検検ののししかかたた＞＞

①ヒューズボックスのふたを開けます。

②ヒューズボックスの中からヒューズ抜きを

取外し、ヒューズを上部からはさみこんで

ヒューズを抜き取り点検します。切れてい

れば、規定容量のものと交換します。

重重要要

規定容量のヒューズと交換してもすぐ切れて

しまう場合は、お買い上げいただいた販売店、

または弊社営業所にお問い合わせください。

ヒヒュューーズズ

  

ススロローーブブロローーヒヒュューーズズ

・３０Ａ：桃色

・６０Ａ：黄色

重重要要

指定容量以外のヒューズは使用しないでくださ

い。

参参考考

スローブローヒューズはヒューズの一種で万

一、配線回路（常時通電している回路）へ過大

電流が流れた場合、溶断して電流を遮断します。

溶断したらお買い上げいただいた販売店、また

は弊社営業所にお問い合わせください。

  

  警警告告
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．．タタイイヤヤのの点点検検ににつついいてて

①①タタイイヤヤのの点点検検

前後輪のタイヤの空気が適正であるか調べ

ます。外観から判断する目安は次の通りで

す。

標標準準空空気気圧圧

タイヤサイズ
空気圧

仕様

前輪

後輪 ･

またタイヤの損傷や亀裂がないか点検してく

ださい。

②②車車輪輪のの取取付付けけボボルルトトのの点点検検

各車輪の取付けボルトのゆるみを確認して

ください。ゆるみがあるときは下表に従い、

増締めしてください。

締付トルク （ ・ ）

前 輪 ± （ ± ）

後 輪 ± （ ± ）

．．排排気気ガガススのの色色ににつついいてて

エンジン始動時は少し黒色の排気ガスが出ま

すが、通常は無色です。

黒色･･･燃料が濃すぎるための不完全燃焼

白色･･･エンジンオイルが燃焼しています。

ただし気温の低い場合は、水蒸気で白く

見えることもあります。

黒色、白色の排気ガスが負荷をかけなくても出

るときは、販売店で整備してください。

．．ブブレレーーキキのの点点検検・・調調整整ににつついいてて

●●ブブレレーーキキのの効効ききがが悪悪かかっったたりり、、片片効効ききががなないいよよ

ううにに点点検検ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと事事故故をを起起ここ

すすおおそそれれががあありりまますす。。

ブレーキペダルを踏み込んで、規定の遊び量 １

５～２０ｍｍ）と左右が同時に効くかを調べて

ください。規定の遊び量でない場合は、ブレー

キペダルの遊び量が１５～２０ｍｍになるよう

にブレーキロッドで調整してください。

  

  警警告告

ブレーキペダル 



  

章章 不不調調診診断断ののししかかたた

●●ももしし機機械械のの調調子子がが悪悪いいととききはは、、表表をを参参考考ににしし、、必必ずずエエンンジジンンをを止止めめててかからら診診断断ししててくくだだささいい。。

エエンンジジンン関関係係

状 況 点 検 箇 所 処 置

キースイッチを回して

もスタータが回らない。

セイフティスイッチが効いていま

せんか。

走行ペダルをニュートラルの位置にし

て、ブレーキペダルを踏み込むかパー

キングブレーキをかけた状態でキース

イッチを回してください。

バッテリ液は規定量入っています

かまたは、放電していませんか。

バッテリ液を規定量補給し、満充電し

てください。

バッテリ端子部がゆるんでいた

り、腐食したりしていませんか。

端子部を清掃し確実に締め付けて、グ

リスを塗布して防錆してください。

ヒューズが溶断していませんか。 新しいヒューズと交換してください。

スイッチが故障していませんか。 サービス工場で修理または交換してく

ださい。

セルモータが故障していません

か。

サービス工場で修理または交換してく

ださい。

スタータは回るがエン

ジンが始動しない。

燃料タンクに燃料が入っています

か。

軽油を補給してください。

燃料にエアが混入していません

か。

燃料タンクから噴射ポンプまでの燃料

パイプを点検してください。

燃料コックが｢ ｣（閉）位置にな

っていませんか。

燃料コックを｢ ｣（開）位置にしてく

ださい。（２箇所）

エンジンが不規則に回

転する

燃料にエアが混入していません

か。

燃料タンクから噴射ポンプまでの燃料

パイプを点検してください。

燃料に水が混入していませんか。 水を抜き、新しい軽油と交換してくだ

さい。

噴射ノズルが詰まっていません

か。

修理または交換してください。

燃料フィルタが目詰まりしていま

せんか。

洗浄または交換してください。

エンジンが過熱する（オ

ーバーヒート）。

冷却水が不足していませんか。 冷却水を補給してください。

ファンベルトはゆるんでいません

かまたは破損していませんか。

ベルトの張り調整、または交換してく

ださい。

ラジエータフィンが目詰まりして

いませんか。

洗浄または交換してください。

エンジンオイルが不足していませ

んか。

オイルを補給してください。

過負荷運転をしていませんか。 負荷を軽くしてください。

  
警警告告
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状 況 点 検 箇 所 処 置

エンジンの力がない。 エアクリーナが目詰まりしていま

せんか。

エアクリーナを点検、清掃してくださ

い。

ノズルが焼付いていませんか。 サービス工場で修理してください。

圧縮圧力が不足していませんか。

バルブクリアランスの調整は適正

ですか。

噴射時期は悪くありませんか。

マフラーから白煙が出

る。

エンジンオイルの量が多くありま

せんか。

オイルが適量になるまで抜き取る。

エンジンオイルの粘度が低すぎま

せんか。

適度な粘度のオイルに交換する。

運転中にエンジン油圧

ランプが点灯した。

エンジンオイルの量が少なくなっ

ていませんか。

オイルを規定量まで補給してくださ

い。

エンジンオイルの粘度が低くあり

ませんか。

適正粘度のオイルと交換してくださ

い。

プレッシャースイッチが故障して

いませんか。

スイッチを交換してください。

オイルポンプが故障していません

か。

サービス工場で修理してください。

運転中に充電ランプが

点灯した。

オルタネータが故障していません

か。

サービス工場で修理してください。

ファンベルトのゆるみ、または破

損はありませんか。

ベルトの張り調整、または交換をして

ください。

・・エエンンジジンン故故障障診診断断ににつついいてて（（ササーービビススツツーールル））

エンジン不具合発生時、ＣＡＮメータのディス

プレイにエラーコード（故障コード）が表示さ

れます。

その際、不具合内容によって黄色ランプのみ点

灯、または黄色・赤色ランプ両方が点灯します。

サービスツールは不具合箇所の特定、エンジン

状態の確認等に使用します。

導入に当たっては、お買い上げいただいた販売

店、または弊社営業所にお問い合わせください。

サービスツールの構成



  

章章 不不調調診診断断ののししかかたた

・・エエララーーココーードド（（故故障障ココーードド））対対比比表表一一覧覧

ＣＡＮメータにエラーコードが表示されたら、エラーコード内容を確認し、お買い上げの販売店・または

弊社営業所にお問い合わせください。

※ＣＡＮメータに表示されるエラーコードと、サービスツールにて表示されるエラーコードは異なります。

詳しくは下記対比表を参照してください。

・ＤＴＣ：サービスツール表示エラーコード

・ＳＰＮ／ＦＭＩ：ＣＡＮメータ表示エラーコード

  注注意意
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章章 不不調調診診断断ののししかかたた
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２２ ブブレレーーキキ関関係係

状 況 点 検 箇 所 処 置

ブレーキの効きが悪い、

または片効きする。

ブレーキの遊び量は適正ですか。 ペダルの遊び量を調整してください。

ブレーキペダルの戻り

が悪い、またブレーキが

鳴く。

ブレーキ戻しスプリングが破損し

ていませんか。

スプリングを交換してください。

各摺動部のグリスが切れていませ

んか。

錆を落としグリスアップをしてくださ

い。

３３ 油油圧圧関関係係

状 況 点 検 箇 所 処 置

作業機が上がらない。 ミッションオイルが不足していま

せんか。

規定量まで補給してください。

吸入パイプ系統からエアの吸い込

みはありませんか。

オイルフィルタや取付け部などを増し

締めし、パイプに亀裂が発生していた

り、 リングが破損していれば交換し

てください。

オイルフィルタが目詰まりしてい

ませんか。

オイルフィルタを交換してください。

油圧ポンプが故障していません

か。

サービス工場で修理してください。

コントロールバルブにゴミがかん

でいませんか。

または リングは破損していま

せんか。

サービス工場で修理してください。

シリンダが破損していませんか。 サービス工場で修理してください。

作業機が下がらない コントロールバルブにゴミがかん

でいませんか。

サービス工場で修理してください。

シリンダが破損していませんか。 サービス工場で修理してください。

パワーステアリングが

重い。

ミッションオイルが不足していま

せんか。

規定量まで補給してください。

吸入パイプ系統からエアの吸い込

みはありませんか。

オイルフィルタや取付け部などを増し

締めし、パイプに亀裂が発生していた

り、 リングが破損していれば交換し

てください。

オイルフィルタが目詰まりしてい

ませんか。 
オイルフィルタを交換してください。 

油圧ポンプが故障していません

か。 
サービス工場で修理してください。 

オービットロールが故障していま

せんか。 
サービス工場で修理してください。 



  

章章 不不調調診診断断ののししかかたた

４４．．電電装装関関係係

状 況 点 検 箇 所 処 置

ヘッドランプが点灯し

ない。

ヒューズが切れていませんか ヒューズを交換してください

配線の接続が悪くありませんか 点検し、確実に接続してください

スイッチが故障していませんか スイッチを交換してください

ランプ類が点灯しない 電球が切れていませんか 電球を交換してください

ヒューズが切れていませんか ヒューズを交換してください

配線の接続が悪くありませんか 点検し、確実に接続してください

スイッチが故障していませんか スイッチを交換してください

アースの状態が悪くありませんか アース線を確実に本体に締め付けてく

ださい

バッテリが放電していませんか 充電してください

．．作作業業機機関関係係

状 況 点 検 箇 所 処 置

回転刃が回転しない。 オイルタンク内ＨＳＴオイルが不

足していませんか。

規定量まで補給してください。

オイルフィルタ・サクションスト

レーナが目詰まりしていません

か。

オイルフィルタ・サクションストレー

ナを交換してください。

油圧ポンプが故障していません

か。

サービス工場で修理してください。

コントロールバルブにゴミがかん

でいませんか。

または Ｏ リングは破損していま

せんか。

サービス工場で修理してください。

ギヤモータが故障していません

か。

サービス工場で修理してください。

ユニット内に芝・草・ゴミが詰ま

っていませんか。

芝・草・ゴミを取り除いてください。

刈高さが合わない。 リヤローラブラケットの固定位置

は、２箇所（左右）×５ユニット

共合っていますか。

固定位置を合わせてください。

フロント・リヤローラが破損して

いませんか。

ローラの交換、またはベアリング等を

交換してください。

回転刃・下刃が摩耗・破損してい

ませんか。

回転刃・下刃を研磨、または交換して

ください。

きれいに刈れない。 回転刃・下刃が摩耗・破損してい

ませんか。

回転刃・下刃を研磨、または交換して

ください。
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主主なな消消耗耗部部品品

エエンンジジンン関関係係

部品コード 名称 個数 台 備考

０８０１０９０８０ ファンベルト Ａ３８

１４０５１７０２０ オイルフィルタ

１３０３６６３９０ メイン燃料フィルタ

３６０７２０１３０ プレ燃料フィルタエレメント 燃料タンク下フィルタ

１１０５３６０１０ エレメントＫＩＴ オイルミストセパレータ

Ａ２１８９００３７ エンジンオイル：ＴＩＥＲ４ ２０Ｌ
ディーゼルエンジン油

缶

油油圧圧･･エエアアククリリーーナナ関関係係

部品コード 名称 個数 台 備考

Ａ５２３６００３０ サクションストレーナー タンク内

３４０５００９３０ オイルフィルタＡＳＳＹ ミッションケース

３４０５０１０５０ オイルフィルタ：ＨＳＴ ＨＳＴ

Ｔ０８０９００１３ フィルタ－ＣＦ－０８ タンク外

Ａ２１８９０００２ シバウラＨＳＴオイル 缶

Ａ２１８９００４０ シバウラキャリアレッド８０Ｂ ギヤオイル 缶

３１４５３１２０７ エレメントＡＳＳＹ インナー エアクリーナ

３１４５３１２０８ エレメントＡＳＳＹ アウター エアクリーナ

電電装装品品関関係係

部品コード 名称 個数 台 備考

３８５４７０３０１ バルブ（３Ｗ） モニタランプ

３８５４７０３０２ バルブ（２Ｗ） ダッシュパネル

３８５１２０７３０ バルブ（１．４Ｗ） ライトスイッチ

３８５４１０３４０ ヒューズ：スローブロー６０Ａ ６０Ａ：黄色

３８５４１０３８０ ヒューズ：スローブロー３０Ａ ３０Ａ：桃色

３８５４１０２６０ ヒューズ：５Ａ－ブレードＭ ５Ａ：黄褐色

３８５４１０２８０ ヒューズ：１０Ａ－ブレードＭ １０Ａ：赤色

３８５４１０２９０ ヒューズ：１５Ａ－ブレードＭ １５Ａ：青色

３８５４１０３１０ ヒューズ：２５Ａ－ブレードＭ ２５Ａ：無色透明
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１１１１章章 そそのの他他

３３．．仕仕 様様

本本機機

モデル

単位 ＳＲ５２５Ｐ―Ｓ ＳＲ５２５Ｐ－Ｗ

機
体
寸
法

全長 ｍｍ ２７５０ ２７８０

全幅（作業時） ｍｍ ２８７０ ３１８２

（移動時） ｍｍ ２１９５ ２３２０

全高 ｍｍ １９８５

軸距 ｍｍ １５９５

輪
距

前輪 ｍｍ １７３５ １７９０

後輪 ｍｍ １１５０

最低地上高 ｍｍ １６０

車
輪

前輪サイズ ２４×１３．００×１２ ４ＰＲ

後輪サイズ ２０×１０．００×１０ ４ＰＲ

エ
ン
ジ
ン

型式名 パーキンスＮ４ＬＤＩ－Ｔ

種 類 水冷 サイクルディーゼル

気筒数 ４

排気量 ｃｃ ２２１６

定格出力 ３３．１ ４５．０ ２８００

車
体

走行駆動方式 ＨＳＴ無段変速 オート４ＷＤ／強制４ＷＤ切替式

制動装置 湿式多板ディスク

舵取り装置 全油圧式パワーステアリング

変速段数
前進 ２（Ｌ／Ｈ）

後進 ２（Ｌ／Ｈ）

速度
前進 ｋｍ／ｈ Ｌ：０．０～１１．８／Ｈ：０．０～１７．１

後進 ｋｍ／ｈ Ｌ：０．０～ ８．３／Ｈ：０．０～１１．９

質 量 ｋｇ １５５０ １６４０

容
量

燃料タンク Ｌ ４３．０

油圧タンク Ｌ ４２．０

４２．０４２．０

４７．０４２．０

ミッションケース Ｌ ３２．０

エンジンオイル Ｌ ４．５

冷却水 Ｌ ７．５

バッテリ ７５Ｄ２６Ｌ

リ
ー
ル
モ
ア

全刈幅 ｍｍ ２５００ ２８００

回転刃 幅 ｍｍ ５６０ ６６０

径 ｍｍ １７８

刈高範囲 ｍｍ ７～３０ 、７～５５(W7/W9)、１０～６０

刃数 枚 ５／７／９／１１ ５／７／９
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配配線線図図
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．．油油圧圧回回路路図図
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１１１１章章 そそのの他他

．．締締付付トトルルクク一一覧覧

ボボルルトト・・ナナッットト

ネジ

寸法

並 目 細 目

強度

区分

ネジ

ピッチ

締付トルク 締付トルク

・

ネジ

ピッチ

締付トルク 締付トルク

・

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

〔〔注注意意〕〕●● 強強度度区区分分ははボボルルトトヘヘッッドドママーーククをを参参照照ししててくくだだささいい。。
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［［油油圧圧ホホーースス・・油油圧圧パパイイププ・・アアダダププタタ］］

・・ＪＪＩＩＳＳ ＯＯリリンンググボボスス用用アアダダププタタおおよよびび油油圧圧配配管管ユユニニオオンンナナッットト

Ｇ

締付

トルク

Ｎ・ｍ

・

六角対辺幅

・・ＳＳＡＡＥＥ ＯＯリリンンググボボスス用用アアダダププタタおおよよびび油油圧圧配配管管ユユニニオオンンナナッットト

ＵＮＦ ・ ・

締付

トルク

Ｎ・ｍ

・

六角対辺幅

・・管管用用テテーーパパネネジジ油油圧圧アアダダププタタ

Ｒ

締付

トルク

Ｎ・ｍ

・
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